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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が残されています。

それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解するの

に久くことのできない資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将来にわたっ

て大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたつては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、平成22年度に当センターが発掘調査をした遺跡の調査成果をまとめ、調査報告書及び

調査概報として発刊するものです。全県下で30遺跡31件、約11万だが調査され、旧石器時代から近世

までの遺構、遺物が検出されております。

本書が広 く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学

術研究、教育活動などの一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました委託

者をはじめ、地元の各市町村教育委員会及び関係各位に対し、深く感謝の意を表します。

平成 23年 3月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 池  田 克  典
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平成 22年度の発掘調査成果 について

平成22年度の発掘調査事業は23遺跡24件86,685どで開始したが、年度途中での中止や追加を含めて

最終的には30遺跡31件 107,197だ の調査に着手した。本調査以外では、農業基盤整備事業等に関する試

掘確認調査を実施している。

後期旧石器時代では奥州市中畑城跡 (19)を 調査した。石刃や剥片など10点 ほどの後期旧石器時代後

半の遺物が出上している。調査は次年度に継続する予定で、全容解明はそれ以降となる。

縄文時代では盛岡市芋田沢田Ⅳ遺跡 (5)。 小屋野遺跡 (11)、 奥州市大平野I遺跡 (10)。 田高Ⅱ遺跡

(23)、 遠野市向Ⅲ遺跡 (7)、 一関市石崎貝琢 (13・ 14)、 住田町山脈地遺跡 (24)な どを調査した。

芋田沢田Ⅳ遺跡は昨年に継続し、配石遺構の下位などを調査した。中期末～後期初頭の住居の他に、早

期から前期初頭の竪穴住居跡力弩0棟以上からなる集落であることが判明した。同時期の集落としては最

大規模となり、次年度に継続する調査が注目される。小屋野遺跡は後期中葉の竪穴住居跡 7棟 と晩期

の竪穴住居跡 1棟、土坑45基等が検出され、梁川流域の縄文時代集落の資料が追加された。大平野Ⅱ遺

跡は中期の竪穴住居跡1棟と土坑15基などが検出された。田高Ⅱ遺跡は、竪穴住居跡1棟と陥し穴状遺構・

遺物包含層などが検出され、前期を主とする土器が大コンテナで16箱ほど出土している。向Ⅲ遺跡は陥

し穴状遺構 17基が見つかつている。石崎貝塚は貝層が区画整理等で破損を受けていたが、土坑11基 と

遺物包含層が検出されている。山脈地遺跡は晩期の竪穴住居跡 1棟、長径14mを超える前期の大型竪穴

住居跡 2棟等の遺構と早期の貝殻文土器など大コンテナで80箱余りの遺物が検出されている。

弥生時代では、宮古市佐原Ⅱ遺跡 (30)がある。焼土と土器片等の出土である。

奈良時代は、盛岡市細谷地遺跡 (27)。 野古A遺跡 (25)がある。細谷地遺跡からは竪穴住居跡 1棟、

野古A遺跡からは竪穴住居跡18棟が検出されている。

平安時代は縄文時代同様に多くの遺跡で検出されている。盛岡市細谷地遺跡 (27)。 野古A遺跡 (25)・

飯岡オ川遣跡 (26)、 奥州市堤遺跡 (17)・ 机地遺跡 (21)、 遠野市向Ⅲ遺跡 (7)、 矢巾町高畑遺跡 (12)

などがある。堤遺跡は竪穴住居跡 2棟、竪穴状遺構 1棟などが検出されている。机地遺跡では竪穴住

居跡 5棟、竪穴状遺構 1棟等が検出され、カマド跡や炉内から大量の上師器が出土している。細谷地

遺跡では竪穴住居跡14棟、飯岡オ川遺跡では3棟、野古A遺跡でも3棟検出されている。

中世は奥州市八反町遺跡 (18)。 中畑城跡 (19)・ 安久沢東遺跡 (22)。 田高Ⅱ遺跡 (23)な どがある。人

反町遺跡からは12世紀後半の掘立柱建物跡 5棟や井戸 2基・道路跡などが検出された。道路跡は両側

に側溝を持つ幅4mほ どのもので、東西方向に延びており、西側で奥大道、東側は北上川に通じてい

るようである。建物跡は二面庇のもののほか、四面庇の仏堂のようなもの等があり、軸線は道路の方

向と一致している。遺物は中世陶磁器 。かわらけ 。下駄等の木製品である。田高工遺跡では、中世の

堀跡 3条、中～近世の溝跡29条、掘立柱建物跡18棟を含む630余の柱穴などが検出され、安久沢東遺

跡からも同時代の遺構・遺物が出上しており、奥州藤原氏時代の庶民の生活場所等が明らかになって

きている。中畑城跡は、安永風上記に樫山館と記載されている中世城館で、内堀の他に複数の外堀が

検出されている。内堀の一部には土橋もあり、漆器等の木製品も出上している。細谷地遺跡では、北

側に隣接する向中野館遺跡の堀の一部が確認された。

近世以降では、盛岡市矢盛遺跡で建物跡 3棟や近世陶磁器、奥州市国分遺跡からは中世末以降近世

にかけての建物跡 5棟、溝20条、井戸 6基、土坑13基などが検出された。建物跡は2面庇の建物と付

属する小屋のようである。陶磁器や木製品 。鉄製品の他に災化種実や昆虫の羽なども出土している。

(調査第一課長 佐々木清文)
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I 発掘調査報告



凡例

本書で記載されているコンテナの大 きさについては下記のとお りである。

大コンテナ :42× 32× 30cm

中コンテナ :42× 32× 20cm

/Jヽ コンテナ :42× 32X10cm

-4-



I 発掘調査報告

たちばなみなみ

(1)立花 南 遺跡

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

北上市立花地区第 10地割ほか

国土交通省東北整備局岩手河川国道事務所

北上川中流域治水対策事業 (立花地区)

平成 22年 8月 2日 ～ 11月 2日

遺跡コード・略号

調査対象面積

調査終了面積

調 査 担 当 者

T�l-10・ WIE 66-2128

4,900■ド

4,900f正

星 雅之・菅野 補

1 調査 に至 る経過

立花南遺跡は、「北上川中流部治水対策事業 (立花地区)」 の築堤盛土工事に伴い、その事業区域内

に存在することから発掘調査を実施することとなったものである。

北上川は、岩手県岩手郡岩手町御堂にその源を発 し、幾多の大小支川を合わせて岩手県を南に縦断

し、岩手・宮城県境の狭搾部を経て宮城県石巻市で太平洋に注 ぐ、幹線流路延長 249kmの 一級河川で

ある。事業対象地域である「立花地区」は、北上川上流左岸76km付近に位置し、平成14年 7月 洪水及

び平成19年 9月 洪水により、僅か 5年間で 2度 も甚大な浸水被害が発生 している。背後地には住家等

の資産が集中していることから早期の治水対策が必要となっているため、事業着手 したものである。

当事業の施工に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、岩手河川国道事務所から平成21年 8月 27日

付国東整岩エー第63号「埋蔵文化財発掘の通知及び試掘依頼 【北上川中流部治水対策事業 (立花地区)

立花南遺跡】」により岩手県教育員会に対して試掘調査の依頼を行った。

依頼を受けた岩手県教育委員会は平成21年 9月 7日 に試掘調査を実施し、工事に着手するには立花

南遺跡の発掘調査が必要となる旨を平成21年 9月 16日 付教生第795号「北上川中流部治水対策事業に

おける埋蔵文化財の試掘調査について (回答)」 により当事務所へ回答してきた。

その結果を踏まえて当事務所は岩手県教育委員会と協議し、調整を受けて平成22年 7月 29日 付けで

財団法人岩手県文化振興事業団との間で委託契約を締結し、発掘調査を実施することとなった。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)
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(1)立花南遺跡 (北上市)

2 遺跡の位置 と立地

立花南遺跡は、」R北上駅から東へ約 lkm、 北上市立花地区第10地割ほかに位置する。遺跡は北上

川東岸の自然堤防及び氾濫原に立地し、標高は53～ 57m、 調査区の現況は水田、畑地、造成地、原野

などである。この遺跡は、過去に北上市埋蔵文化財センターにより発掘調査や試掘調査が実施され、

古代の竪穴住居跡や土師器、須恵器及び縄文中期・晩期の土器が出上している。また、北約500mには

平成21年度に当埋蔵文化財センターにより発掘調査された立花館遺跡が所在する。

3 遺跡の基本層序

基本層序は、試掘 トレンチや調査成果から次のように捉えた。土質の表記は、主体を前頭に、客体

を後に付している (※例として粘上が主体で砂が客体の場合は粘土質砂質土)。

I 層・・・表土 。現代の水田土・整地盛土層 層厚 80～ 150cm ※平均的には100cm前後の厚さで

みられる。

I 層・・ 。古代の遺物包含層で4つ に分層される。

Ⅱa層・・黒褐色シルト質粘土 層厚 0～30cm 磨減した土師器小片含む、古代以降の堆積層で

ある可能性もある。

工b層 ・・暗褐色粘土質砂質土 層厚 0～30cm 磨減した土師器小片を含む。

Ic層・・褐色砂質土 層厚30～100cm 土師器片含む。

Ⅱd層・・暗褐色粘土質土 層厚20～50cm 土師器片と弥生土器含む。調査A区 と調査 B区にお

いては、本層の中位くらいに十和田 aテ フラブロックの混入がみられる。

Ⅲ 層・・・褐色砂質土 層厚20～80cm 古代遺構の地山、縄文晩期・弥生土器出土。

Ⅳ 層・・・黒褐色粘土質土 層厚 0～ 30cm 縄文時代晩期頃の文化層と判断される。晩期の上器

少量出土。

V 層・・・責褐色粘土 (地山)

4調 査 の 概 要

(1)調 査 方 法

調査開始と同時に調査区内に試掘 トレンチを設定し、人力で掘削して土層の堆積状況及び遺構検出

面の確認に努めた。ただし、掘削深度が全般に深いため、作業の安全を優先して人力による掘削は現

況表土から1.5m以内とし、それ以上深く掘削する場合はバックホーで行った。

試掘の後、重機 (バ ックホー)を用いて表土 (主 に水田耕作土や盛土)を除去した。今回の調査で

は、現況表土から遺構確認面までの深度が 1.5m以上となることから (地点によっては2mを超える場

合もあった)、 調査の安全のため調査境に1～ 1.5mの幅で未掘削部分を残すか、若しくは法面の傾斜角

度を60度前後として掘削した。表土除去後、人力で鋤焦、移植ヘラを用いて遺構の検出を行った。

区割設定は、世界測地系 (平面直角座標第X系 )を座標変換した調査座標を用いて、調査区全体を

網羅するよう設定した。調査座標原点は、X=-79720.000、 Y=25472.000を 採用 し、一辺 100m

の大グリッドを設定し、さらにこれを一辺4mの小グリッドに区割した。グリッドの名称について、

-6-
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① 調査 A区 西壁 (I B5e～ 4e)

L=54100m

I 発掘調査報告

北東

南東

南西

79720

I

I

皿

3号旧河道跡

イ
1号旧河道跡

q

南西

1:24C0      1∞ m

③ 調査 B区 東壁 (I A18t～ 20r)

北東   L=54100m

X=―的720

2号旧河道跡

A

X=-79820

0    1:80    2m

② 調査 A区 北壁 (I B3f～ 3g)

L=55100m

孟姦↓!デ/i.

① 調査 C区 基本層序設定 トレンチ (ⅢA91～ 1ln)

L=55700m                  __

第 2図  グリッ ト図・基本層序
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(1)立花南遺跡 (北上市)

A

1号竪穴住居跡

2群

儲 1号焼土
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第3図 遺構配置図



I 発掘調査報告

大グリッドは原点より北から南に向かってローマ数字の I→ Ⅱ→Ⅲ・ 。と、西から東に向かってアル

ファベ ットのA→ B→ C・ ・と付 した (第 2図 を参照 )。 小グリッドは、北から南へ算用数字の 1～

25、 西から東ヘアルフアベットの a～ yを付 し、上記 した大グリッドと組み合わせて「 IAla」 。「Ⅲ

Ala」 のように表 した。

現場実測図は、平面図は電子平板を用い、断面図は原則的に1/20で従来の手実測で作成 した。写真

撮影は、6× 7cm判 のモノクロームとデジタルカメラの 2台で行った。原則 として報告書掲載用の写真

はデジタルカメラで撮影 したものを使用 した。航空写真撮影は、セスナ機により行い、6× 7cm判 のモ

ノクロとカラーの 2種類を撮影 した。

(2)図 版 類

図版作成に係る内容を若千説明する。

<遺構図版>:遺構図版は、1/40、 1/60、 1/80、 1/160な ど、遺構の性格に応 じた縮尺を採用 した。

また、平面図より断面図の縮尺を大 きくして明示 したものもある。

<遺物図版>:遺物図版は、土器は1/3を 原則 として大 きいものを1/4、 鉄製品は1/2、 石器は1/2若 し

くは1/3で掲載 した。土器の中で内面黒色処理が施 されるもの (1・ 2・ 7・ 8'18・ 21・ 22)と 赤

色顔料が塗布 されるもの (16。 17)、 及び石器類で磨痕が観察されるものは、スクリーントーンで明

示 した。

<遺構写真図版>:遺構写真図版の掲載順は、本文や遺構図版と同様である。

<遺物写真図版>:遺物写真図版は、遺物図版 と同じ縮尺を基本 とする。なお、19。 24～26の赤彩土

器及び焼成粘土塊は写真のみ掲載 した。

<遺物観察表>土器、石器、石製品などの法量値は、欠損する場合は残存部の数値を<>で 示 し、推

定値は ()で示 した。

(3)検 出 遺 構

調査区が細長いことから、使宜的に北から調査 A区 ・B区・C区の 3つ に分け呼称 し、記述に用い

ている。現況地形は、調査A・ B区が標高53～55m(旧地形は北上川河床 との比高1.5m以 内 )、 調査

C区が標高55～57m(※ 旧地形は河床との比高2.5m以上)である。

また、今回の調査における遺構検出面は、試掘 トレンチや調査区境などの土層観察結果から、概ね

3面が想定された。 1面が工b～ Ⅱd層、 2面がⅢ層、 3面がⅣ～V層である。調査の結果、遺構は

1面 と2面から検出され、 3面からは未検出であった。

弥生 :焼土遺構 1基、炭化物集中区 1箇所 (※検出面は何れもⅢ層 )

古代 :竪穴住居跡 2棟、畠状遺構 (畝間状遺構)1箇所、溝跡 2条、焼土遺構 2基 (内 1基は焼成

土坑の類 )、 炭化物集中区 l箇所、旧河道跡 3条 (何れも北上川の旧流路 と推定される)

1号竪穴住居跡 (第 4図、写真図版 3)

<位置・検出状況>調査 C区のⅢA4iグ リッドに位置する。検出状況は、工d層下位～Ⅲ層上面付

近において、炭化物を少量含む工層系上の広が りとして把握 した。検出プランは非常に不明瞭で、特

に、南壁は認知できなかつた。

<平面形 。規模・長軸方向>南壁が把握できず、平面形は推定で明示 した。規模は、壁が検出できた

東西方向では3.9～ 4.2m、 深さ20～28cmで ある。長軸方向は、ほぼ南 ―北である。
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(1)立花南遺跡 (北上市)

<埋土>概ね黄褐～褐色 の粘土質砂質上の単層で、 自然堆積層 と推定 される。竪穴中央の床面直上付

近に焼土塊・炭化物・炭化材などが多量に認められる。

<床面・壁>床面はⅢ層黄掲色砂質粘土で、貼床は認められない。壁はほぼ直立気味に立ち上がる。

<カ マ ド>北壁に構築されている。煙出 。煙道部・燃焼部が検出された。煙出しには意図的に投棄さ

れたと推定される礫が集中的にみられる。煙道部の長さは約 1.3mで、到 り抜 き式であったと推定され

るが明確ではない。燃焼部は50cmの 円形気味に広がる。

<柱穴>検出されない。

<遺物>(第 10。 12図 1～ 6・ 48、 写真図版 4。 6)出土遺物は土器類が1423.9g、 鉄製品 1点 (刀子 )、

焼成粘土塊34.2gが出上 した。

<時期>出土土器から8世紀後半～ 9世紀前半と推定される。なお、焼失家屋の可能性が高い。

2号竪穴住居跡 (第 5図、写真図版 3)

<位置 。検出状況>調査 C区のⅢA9jグ リッド付近に位置する。検出状況は工d層下位～Ⅲ層上面

であるが、生涯学習文化課による試掘調査回答で土器集中区とされていた地点を掘 り広げた結果、カ

マ ド煙道部を検出したことから認知 した。平面プランはとても不明瞭であった。

<重複関係>1号溝跡 。1号旧河道跡に切 られる。

<平面形・規模・長軸方向>南西壁・北東壁の一部を検出したが、南壁を検出できず、全体の平面形

は不明にある。深さは約10cmで ある。

<埋土>責褐色粘土質砂質土を主体 とする。自然堆積 と推定 した。なお、第 5図断面図の 2層は貼 り

床、 3層は整地層、 4・ 5層 は基本層序のⅢ～Ⅳ層で本遺構の地山と捉えられる。

<床面・壁>床面の特定が難 しく、土層の断面観察からは当初 4層付近が床面 と捉え精査を進めた。

最終的にはカマ ド燃焼部付近の標高を目安に判断した結果、 2層力瀬占り床 と判明 した。なお、壁溝を

覆う3層は整地層 と捉えられることから、本住居は建て替えが行われている可能性が考えられる (※

床の嵩上げか)。 壁は外傾 して立ち上がる。

<カ マ ド>北東壁に構築されている。煙道部・燃焼部が検出された。煙道部は一部 1号溝跡に破壊さ

れている。残存値で約 1.3m、 掘 り込み式であったと推定されるが明確ではない。燃焼部は85× 52cmに

広がる。

<柱穴>検出されない。

<遺物>(第 10。 12図 7～ 17・ 44・ 49、 写真図版 4・ 6)出土遺物は、土器類6631.Og、 石器 l′点 (磨石)、

鉄製品 1点 (刀子)、 焼成粘土塊21.2gが出土した。

<時期 >出土土器から8世紀後半～ 9世紀前半と推定される。

畠状遺構 (第 6図、写真図版 4)

<位置・検出状況>調査 C区Ⅲ A13k～ 13mグリッドに位置する。Id層中でジョレン掛け作業中に、

わずかな差異で周囲と土色の違う畝間状のプランを数条検出した。補足 として、検出時は昨日からの

雨が上がった時分で、周囲より若千乾 き具合の悪い土質であったことも、検出に繁がる起因であつた

と思われる。

<重複関係>l号溝跡 。1号旧河道跡に切 られ、合わせて 1号災化物集中区に覆われる。

<平面形 。規模>長 さ2.0～ 5。4m、 幅25～45cmの溝条プラン11条が、溝間50～ 80cm(平均的には55cm前

後)の間隔で平行 して並ぶ。深さは15～ 20cmで 、ll条 ほぼ均―にある。
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I 発掘調査報告

<埋土>暗褐色粘土質上による単層である。各所に 1～ 30/Oの炭化物が混入する。

<出土遺物>(第 11・ 12図21・ 49、 写真図版 5。 6)(写 真図版45)出 土遺物は土器類294.5gが 出土

した。上器類は 8世紀後半～ 9世紀前半の上師器片が中心である。

<時期>出土遺物から8世紀後半～ 9世紀前半と推定されるが、明確ではない。

1号清跡 (第 7図、写真図版 4)

<位置・検出状況>調査 C区のⅢA6i～ ⅢA 14 mグ リッド付近に位置する。 Ib層中で黒褐色シ

ル ト質粘土による溝状のプランとして検出した。

<重複関係>2号竪穴住居跡・畠状遺構を切 り、 2号溝跡に切 られる。なお、 1号旧河道跡との新旧

関係は明瞭には掴めなかったが、あるいは同時期存在の可能性 もある。

<平面形・規模 。主軸方向>調査区外南側に続 くことから全長は不明にある。検出部での長さは33.5m

である。溝幅が110～ 220cm、 深 さは最深で65cmを測る。主軸方向は北西 ―南東方向に延びる。なお、

北側はⅢA6iグ リッド付近で途切れる。

<埋土>黒褐色粘土質シル トと褐色粘土質砂上に大別される。自然堆積 と考えられる。

<底面・壁>底面は、全体的には平坦を基調とするが、やや凹凸がある。水が流れていたと仮定する

と、溝底の標高からは南東→北西に緩 く下る。壁はややタト傾 しながら立ち上がる。

<遺物>(第 11・ 12図 18。 19。 40、 写真図版 5'6)出 土遺物は土器類1978.6gで ある。磨減 した土

師器を中心に、弥生土器や縄文晩期の小片が混 じる。

<時期>出土土器は流れ込みと判断されることから、遺構の時期を推定する資料 とは捉え難い。遺構

の検出面がⅡb層中であることから、相対的に十和田 aテ フラ降下期 より新 しいと捉えられる。

2号溝跡 (第 7図、写真図版 4)

<位置 。検出状況>調査 C区のⅢA6j～ 6kグ リッドに位置する。Ⅱd層 中で溝状プランとして検

出した。

<重複関係>1号溝跡を切る。

<平面形・規模・主軸方向>長 さは5.3mで 、両端が途切れる (※検出できなかった可能性あり)。 溝

幅50cm前後、深さ20cm前後を狽1る 。主軸方向は東―西方向である。

<埋土>暗オリーブ掲色砂質粘上による単層で、酸化鉄の集積が顕者にみられる。自然堆積 と判断さ

れる。

<底面・壁>底面は凹凸がある。壁は外傾に立ち上がる。

<遺物>土器 37.2gが 出土 した。磨滅 した土師器の小破片である。

<時期>1号溝跡より新 しい。埋上の様相からは、古代と推定 しておきたい。

1号焼土遺構 (第 8図、写真図版 4)

<位置・検出状況>調査 C区のⅢA7kグ リッドに位置する。Ⅱd層 中で焼土粒 と炭化物が顕著に認

められたことから、焼土遺構 として認知することとした。

<平面形・規模>平面形は楕円形で、北西から南東に広がる。焼土粒の広がる範囲は70× 50cm、 焼土

粒の混 じる土層の厚さは 5～ 10cmで ある。

<焼上の様相>検出面付近は、 1層褐色シル ト質砂質上に炭化物・焼土ブロックが少量混 じる様相で、

その下位にみられる2層暗掲色粘土層中に多量の焼土ブロック (約 150/O)と 炭化物が混入する。焼土
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(1)立花南遺跡 (北上市)

の色調は明赤褐色で、焼成状態 は良好である。

<地下構造>焼土を含む土層の下部から土坑の掘 り込みが検出された。長辺100cm、 短辺64cm、 深さ22cm

である。

<出土遺物>(第■図21、 写真図版 5・ 6)出土遺物は土器類 150.2g、 鉄製品 1点、焼成粘土塊9.8g

が出上 した。土器類は、 8世紀後半～ 9世紀前半である。

<時期>出土遺物から8世紀後半～ 9世紀前半と考えられ、合わせて焼成上坑的な性格の遺構 と判断

される。

2号焼土遺構 (第 8図 )

<位置・検出状況>調査 C区のⅢ A22fグ リッドに位置する。旧河道跡の埋土中 (第 9図下の断面図

7～ 8層 )で焼土を検出した。

<重複関係>1号旧河道跡より新 しい。

<平面形・規模 >平面形は方形気味で、焼上の広がる範囲は16cm四方、焼土粒の混 じる土層の厚 さは

2～ 5cm前後である。

<焼土の様相>褐色砂土が焼土化 している。焼上の色調は暗赤褐色で、現地性焼土で焼成状態はやや

不良である。

<出土遺物>無 し。

<時期>1号旧河道跡の埋没途中で形成された焼土遺構 と捉えられる。相対的に十和田 aテ フラ降下

期 より新 しい。

3号焼土遺構 (第 8図 )

<位置・検出状況>調査 C区のⅡ A17hグ リッドに位置する。Ⅲ層中で焼上が顕著に認められたこと

から、焼土遺構 として認知することとした。

<重複関係>無 し。

<平面形・規模>平面形は不整形で、焼上の広がる範囲は132X124cm、 焼土粒の混 じる土層の厚 さは

8～12cm前後である。

<焼上の様相>褐色粘上の一部が焼土化 した様相である。焼土の色調は極暗褐色、現地性焼上で焼成

状態はやや不良である。

<出土遺物>無 し。

<時期>周辺のグリッドで弥生前期の上器がまとまって出土 していることから、弥生時代前期 と推定

される。

1号炭化物集中区 (第 6図 )

<位置・検出状況>調査 C区のⅢ A15kグ リッドに位置する。Ⅱd層中で多量の炭化物が集中して分

布する状況を確認 した。

<重複関係>本遺構が畠状遺構を覆う。ただし、同時期の可能性 もある。

<平面形・規模>南側は調査区外に続 くため、平面形や規模は不明にある。災化物の混 じる土層の厚

さは10cm未満である。また、焼土粒などは認められない (含 まれない)。 現地性 と判断される。

<出土遺物>無 し。

<時期>検出層位から古代に形成されたことは分かるが、詳細な時期は不明である。遺構同士の重複
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関係から畠状遺構よりやや新しいか若しくは同時期に形成されたと考えられる。

2号炭化物集中区 (第 8図 )

<位置・検出状況>工 A17iグ リッドに位置する。Ⅲ層中で多量の炭化物が集中して検出されたこと

から、炭化物集中区として認知することとした。

<平面形・規模>平面形は不整形で、85× 65cmの範囲に広がる。炭化物の混じる土層の厚さは14cm前

後である。これらの炭化物は投げ捨てられたものではなく、現地性と判断される。

<出上遺物>無 し。

<時期>周辺のグリッドで弥生前期の上器がまとまって出上していることから、弥生時代前期と推定

される。

1～ 3号旧河道跡 (第 9図、写真図版 4)

<位置・検出状況>今回の調査では大きくは3地点で旧河道跡の輪郭 (※ 旧北上川の岸と推定される)

の一端を認知し、 1～ 3号旧河道跡と命名した。

1号旧河道跡は調査 C区において東壁を約60mに亘り検出した。検出面は、Ⅲ層で現況表土から2

m以上下位である。ただし、調査区境で土層観察を行った結果、本来の検出面は上位のⅡb層 と判断

される。

2号旧河道跡はA区の中央～北部にかけて、現況表土から2m以上掘 り下げた段階で十和田 aテ フ

ラが面的に分布する状況を確認した。調査区境などにトレンチを設定し、十和田 aテ フラの下位の土

層を掘り下げたところ、Ⅲ層相当の上層より酸化鉄を多く含む土層を確認し、更に調査A区中央付近

のトレンチでは河底付近であることが想定される礫層が表れた。この礫層が表れた付近は、十和田 a

テフラの分布が調査区西側や南側には廷びず、調査区境東側に向かう様子であつたことから、旧河道

の肩部と想定し、第 2図や第 9図では推定線で示した。なお、土層の堆積様相は、第 2図右上に掲載

した調査A区調査区境の上層断面①・②を参照戴きたい。

3号旧河道跡はB区北部において左壁を検出した。この河道は明らかに十和田 aテ フラを含むⅡd

層相当を切る。位置は第 9図を参照いただきたい。なお、 3号旧河道跡の左肩は第 2図や第 9図に示

したが、これより南側は2号旧河道跡と同時期の河道跡に伴う堆積層の可能性もある。ただし、この

地点より南側については、遺構・遺物が認められなかったことから、生涯学習文化課の指示を受け、

さらに下位までの掘削を行わなかったことから、詳細はわからない。

<重複関係>1号旧河道跡は、 2号竪穴住居跡・畠状遺構を切る。

<平面形・規模・主軸方向>大部分が調査区外に続くことや、生涯学習文化課の調査指導に従い調査

区内の旧河道跡全ての掘削は行わなかったことから、平面形や規模などの一切は分からない。また、

深さについても、調査の安全性を優先して最深部までは掘削していない。参考までに、 1号旧河道跡

はI A19f、 ⅢAlg。 15hグ リッドにバックホーで深掘りを実施したが、検出面から2.5m以上 (※

現況表土からは4m以上)下がることが確実である。また、2号旧河道跡は、一部分十和田 aテ フラ

を含む土層下位の礫層まで掘 り下げたが (現況表土から約2.5m)、 遺構が未検出で遺物も少量であり

湧水が激しかつたことから、掘削を途中で中断した。 3号旧河道跡は、調査B区の東側調査区境の一

部で河底と判断される地層を確認したが、西側や南西側はさらに深 く、掘削を断念した。

<埋土>暗褐～褐色の砂質粘上、粘上、砂、粘土質泥土などが堆積する。基本的には砂と粘土の互層

が顕者にみられる。第2,9図の上層断面図や写真図版 2,4な どを参照いただきたい。
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(1)立花南遺跡 (北上市 )

<遺物>(第 12図 29。 43・ 50、 写真図版 5'6)1号 旧河道跡は土器類 1103.7g。 鉄製品 1点・石器

1点 (4の環状石斧 )・ 焼成粘土塊 1.2gが、 2号旧河道跡は土器類454.lgが、 3号旧河道跡は土器類

20.5gが出土 した。 1号旧河道跡は磨滅 した土師器片を中心に、弥生や縄文晩期が少量混 じる。28の

上器は大洞 C2式の胴部下半～底部までが残存する資料で鉢形土器 (※壼の可能性 もあり)と 推定 し

た。 2・ 3号旧河道跡は磨滅の著 しい土師器片が出土 した。

<時期>出土土器は流れ込みと判断されることから、遺構の時期を推定する資料 とは捉え難い。 C区

で検出した 1号旧河道跡は、 2号竪穴住居跡や畠状遺構 より新 しい。また、基本層序Ⅱc層 を裁るこ

とを確認できた。A区で検出した 2号旧河道跡は十和田 aテ フラを含むId層 より古いことは確実で

ある。B区で検出した 3号旧河道跡は、Ⅱc層 を裁る (新 しい)こ とから、相対的に十和田 aテ フラ

より新しい時期である。従って、今回の調査で判明した北上川の旧流路に伴うと推定される旧河道跡

は、十和田 aテ フラを鍵層とすると、新旧2時期が検出されたと捉えられる (第 9図を参照)。 合わ

せて、 1号旧河道跡と3号旧河道跡は同時期の流路の可能性も考えられよう。また、B区の調査境東

側の土層観察からは、 2号旧河道跡の堆積層と同様に十和田 aテ フラがレンズ状に堆積する土層が観

られることから、 3号旧河道跡より南側には古い時期である2号旧河道跡と同時期の流路跡が存在す

る可能性が高い。

(4)出 土 遺 物

今回の調査では、大コンテナ (42cm× 32cm× 30cm)で約3.5箱分の遺物が出土した。土器類は縄文土

器、弥生土器、古代合わせて約3.0箱分、焼成粘土塊130.2g、 鉄製品4点、石器25′点、チップ 。フレー

ク161.4gである。

古代の上器 (1～27):土師器は、竪穴住居跡及び調査 C区 Ⅱd層 を中心に工b層～Ic層、旧河

道跡埋土から出土している。非ロクロ成形によるものが大部分を占める。器種は杯、高台郭、奏があ

る。

杯をみると、内面黒色処理が施され、①胴部の段がやや不明瞭で丸底のものと、②胴部の段がほと

んどなくなり底がほぼ平底のものがある。大きく8世紀後半～ 9世紀前半の時期幅で捉えた場合、前

者が古い段階、後者が新しい段階と考えられている (北上市教育員会 :2005)。 今回の調査では全体的

には②の新しいと推定される段階が多い。

甕は長胴甕と球胴甕がある。長胴甕は、口縁部付近の器形の様子や外面の調整などからは、規格性

の高いものと判断される。大きさは、口径14～ 20cm(推定値含む)、 底径 8～ 8.5cm、 器高は11の 略完

形個体から32.lcmを測る。傾向として、 1号竪穴住居跡出土はやや小形のものが、 2号竪穴住居跡か

ら大形のものが出土している。球胴甕は赤色の顔料が施された赤彩土器が顕著にみられるが、赤彩が

施されるものは外面の胴部にはミガキが施される (16・ 17な ど)の に対して、赤彩の施されないもの

はヘラナデによる調整が施される (掲載した中では15が該当)。 規模は口径の推定値が得られる16は

約 35cm、 底径は17か ら8 cm、 器高を把握できる資料はない。赤彩土器は、比較的多くの破片数を得

られている。その中で、16。 17及 び写真掲載のみ行った19。 24～26を 選択した。口縁部資料である19

。24～26は縦に線状の赤彩文様が施される。16。 17を見る限り、胴部は全面に亘り赤彩が施される。な

お、今回の調査で赤彩が認められる器種は球胴甕のみである。

須恵器は総数 5点 と非常に少なく、また20を 除き何れも3 cm前後の小破片であった (※不掲載 4点

も杯と推定される)。

縄文時代晩期の上器 (28):調査 C区 1号旧河道跡の埋土から土師器などに混在して出上している。

本来の出土層位と考えられるⅣ層からは微量であった。掲載した28の 大洞C2式の鉢形土器 1点以外
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I 発掘調査報告

は全て小破片である。大洞 C2式以外に大洞A式が認められる。

弥生時代の土器 (29～39):調査 C区から出土 してお り、特に調査 C区北東端付近より纏まりをも

った状態で出上 している。層位的には、Ⅲ層を中心に工d層 とⅢ層の漸移層、Ⅲ層の再堆積層 (※ Ⅱ

A15h～ 16iグ リッ ドの調査区東境付近)か らの出上が多い。29～39の 11点 を掲載 した。地文は、

LRと RLの 2種類が認められる。原体を施文する回転方向は、傾向として浅鉢は横回転を、深鉢は縦

回転が多い様相である。33や34は、比較的太めの深い沈線が51かれる。沈線の断面形は逆台形状を呈

する。36～38は 同一個体で、胴部はRL・ LRの横位回転による羽状縄文がみられる。時期は、弥生時

代前期の上器群で、北上市金附遺跡第Ⅲ群 1～ 2類相当と観てとれることから、広義の青木畑式 と考

えられる。

焼成粘土塊 (写真図版 6に集合写真で掲載):130.2gが 出上 した。焼成粘土塊は写真掲載のみ行った。

土器焼成時の失敗品などの可能性が考えられようか。 1・ 2号竪穴住居跡や1号焼土遺構などから出

上 している。

石器類 (40～47):石器類は25点出土 した。剥片石器は石鏃 1点、石匙 1点 (未成品か)、 スクレイ

パー 2点、礫石器は磨製石斧 1点、環状石斧 1点 (未成品)、 磨石 6点、器種不明 10点が、石製品は

石刀 3点である。その内、 8点を掲載 した。 1号旧河道跡出上の43は環状石斧の未成品と判断され、

表裏全面に観 られる磨 り痕を剥離が切つている。従って、礫 を研磨 した後、外形の整形途中で製作放

棄された資料 と考えられる。類例は北上市金附遺跡に多い。

鉄製品 (48～51):4点出土 した。器種の内訳は、刀子 2点、釘 ?2点である。48は木質部が残存

する。掲載 した 4点は、整理期間の関係 もあり保存処理前の段階で実測・遺物写真撮影を行っている

こと補足 してお く。

5.総 括

縄文時代 :縄文時代晩期中葉の上器は、調査 C区の旧河道跡の埋土を中心に少量出上 した。

弥生時代 :弥生時代前期の上器や石器は、調査 C区北東端付近 (Ⅱ A15h～16iグリッド)を 中心

に、 1号旧河道跡の範囲外東側に位置する微高地全般から出土 した。竪穴住居跡などは検出されなか

ったが、調査 C区の北東外側の畑地部分などには該期の集落跡の存在が予見される。また、環状石斧

の未成品が出土 したことも特記事項として挙げておきたい。

古代 :調査 C区 より、竪穴住居跡、畠状遺構、焼上、溝跡の検出があった。竪穴住居跡、畠状遺構、

1号焼土遺構は、出土 している土師器の年代から8世紀後半～ 9世紀前半を中心とする。対 して、 1

号溝跡や 2号焼土遺構はそれより新 しい時期であ り、基本層序 との対比関係から十和田 aテ フラ降下

期 より新 しいと推定される。つまり、十和田 aテ フラ降下期 を挟み、新旧の人的営みが発見されたと

捉えられる。特徴的な遺物 としては、赤彩土器が挙げられ、 2号竪穴住居跡を中心に遺構外からも出

上 している。今回の調査では、赤色顔料の塗布 される器種は球胴甕にのみ認められた。高橋静歩氏の

研究 (高橋 :2007)に 従えば、赤彩壷・甕編年の 3期 (9c前半)を 中心に 2期 (8c中葉～後葉 )

に相当するものが出土 していると提えられる。

集落の立地に関係が深い旧河道跡は、 3条検出された。何れも古代の北上川旧流路の一部 と推定 さ

れる。十和田 aテ フラとの層序関係から、 1・ 3号旧河道跡は同テフラ降下期 より新 しい時期、 2号

旧河道跡は同テフラ降下期より古い時期 と捉えられる。古代の遺構検出地は、現在の北上川河床 より

4～ 5mは高 く (標高54～57m)、 尚且つ河道の外側に相当する微高地状の地形部分 (※ 自然堤防の
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(1)立花南遺跡 (北上市)

先端部に相当するものか)に 占地している様相で捉えられよう。さらに、北上市埋文による過去の調

査事例を加味すると、立花南遺跡における古代集落の中心は、今回の調査区よりやや離れた北東側が

中心と捉えられる。従って、調査 C区の調査により、立花南遺跡における古代集落南端付近の様子が

判明したものと考えられる。

最後に十和田 aテ フラの分布様相について補足する。今回の調査では、調査A・ B区からはⅡd層

中より十和田 aテ フラの良好な堆積状況が確認されたが、古代の遺構や弥生土器が顕著に出上した調

査 C区からは一切検出されていない。従って、同テフラの降下期には竪穴住居跡などは既に埋没して

いたと判断される。推定の域は出ないが、古代の主たる遺物包含層であるId層は、比較的長い時期

を包括する文化層の可能性が考えられることと、工d層形成期の後半に調査 C区に十和田 aテ フラが

残らないような、洪水など何らかの自然現象が生じた可能性も合わせて考えられようか。今回の調査

は、当初の予想より遺構・遺物は少なかったが、河川作用の上層観察における良好なサンプルデータ

を残すことができたと思われる。

なお、立花南遺跡の平成22年度調査に関わる報告はこれをもって全てとする。
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島

番 出上位 置 時 期 静 種 部位 外面 内 面 底 都 唯
くｃｍタ

酢
くｃｍ，

編
くｃｍ，

備考

1
1号 竪 穴住 居 跡 Ql
埋土下位

古代 係 口縁部 口 :ミ ガキ 胴 :ハ ケ メ ミガキ <39> 内面黒色処理

2
1号 竪 穴住 居 跡 Q〔

埋上下位
古 代 杯 口～胴部 口 :ミ ガキ 胴 :ヘ ラナデ ミガキ (124) <34> 内面黒色処理

3
l号竪穴住居跡 カマ

ド周辺 埋上下位
古代 長胴甕 日～胴部 日 :横 ナデ 月同:ハ ケメ ナ八 ヘラナデ (142) <54>

4
1号 竪 穴住 居 跡 Q3
埋上下位

古代 長胴甕 日～胴部 口 :横ナデ 胴 :ハ ケメ ナス ヘラナデ <67>

5
l号 竪 穴住 居 跡 埋

土中
古代 長胴発 口～胴部 日:横ナデ 胴 ハケメ ナス ヘラナデ (146) (140>

6
l号 竪穴 住居 跡 埋

土中
古代 長胴奏 回～胴部 日 t横 ナデ 月同:ヘ ラナデ ナ八 ヘラナデ く92>

7
2号 竪 穴住 居 跡 埋

土中
古代 不 口～底部 ミガキ ミガキ 丸底、 ミガキ (114) 内外面黒色処理

8
3号 竪穴 住 居 跡 Q3
1層

古代 郭 口～胴部 ヘラナデ ミガキ く31>

9
2号 竪 穴住 居 跡 埋

土中
古代 高台付郭 胴～却都 ミガキ

外面赤彩、内面黒色処理、

却部に孔 (4個 )

2号 竪 穴住 居 跡 Q3
1層  南壁際土 壁

溝埋土

古代 発 胴～底部 ヘ ラ ナ デ <87>

11

2号竪穴住居跡 カマ

ド煙道部 燃焼部

埋上下位

古代 長胴甕 略完形 口 :横ナデ 胴 :ハ ケメ ハケメ 木菜痕 (200) 321

12

2号竪穴住居跡 カマ

ド煙道部 燃焼部

埋土下位

古代 長胴養 顎～底部 ハケメ ハケメ 木葉痕 <293>

13
2号 竪 穴住 居 跡 埋

土中
古代 長胴甕 口～胴部 口 :横ナデ ヘラナデ ナデkハ ケメ (194) く69>

:号 竪 穴 住 居 跡 Ql
里土中

古代 長胴奏 口～胴都 口 :横ナデ 月同:ケ ズ リ ミガキ (190) く59>

2号 竪穴 住居 跡 埋

土中
古代 球胴菱 頸～胴部 口:横ナデ 胴 :ヘ ラナデ ナ デ (105)

2号竪穴住居跡 Q2
34埋 土上位  中

位

古代 球胴甕 口～胴部 口 :横 ナデ 胴 :ミ ガキ ヘラナデ (350) (172> 赤彩奏、表裏 に赤彩

2号 竪穴住 居 跡 煙

道部 床面
古代 球胴甕 胴～底部 ミガキ ナデkハ ケメ 80 く90> 赤彩甕

l号海跡 東壁際土 古 代 杯 略完形 ミガキ、ナデ ミガキ 105 40 内外面黒色処理

1号溝跡 埋土中 古代 球胴奏 ? 口縁部 横ナデ ミガキ
赤彩甕、表裏 に線上の赤

彩

20
1号 畠状 遺構 埋 土

中
古代 須恵器杯 胴～底部 平坦 <31>

1号焼土遺構 1層 古 代 lTN 口～底部 ヘラナデ ミガキ 兒底 、 ミガキ (118)

IA6k'131 Ⅱ

d層
古代 杯 日～胴部 口 :ミ ガキ 胴 ハ ケ メ ミガキ 九底、 ミガキ (124) く47>

Ⅲ Anl・ 1l m
Ⅱd層  Ⅱb～ Ic
層

古 代 小形甕 口～底部 口:横ナデ 月同ハケメ ハケメ 平坦 、木葉痕 (138)

ⅢA 10o l d層 古代 球胴甕 ? 口縁部 横ナデ ミガキ 赤彩発

Ⅲ A 10o l d層 古代 球胴養 ? 日縁部 横 ナデ ミガキ 赤彩発

Ш A 10o Ⅱ d層 古代 球胴甕 P 口縁都 ミガキ? ハケメ 赤彩甕

ⅢA13k ld層 古代 鉢 略完形 口 :横ナデ ヘラケズリ ケヽメ

1号 旧河道跡 (Ⅲ A
ll i)

縄文晩期 鉢 胴～底都
LR横位→沈線区画→磨
り消し

ミガキ 平坦、 ミガキ <46> 大洞C2式

29 ⅡA16i Ⅲ層 弥生前期 鉢 略完形 日:無文 胴 :LR斜位 度ミガキ 平 坦 117

30 I A 15h～ 16i I層 弥生前期 深鉢 口～胴部
日端 :LR圧 痕 口 :無文

l同 :LR斜 横位
ケズリナデ <90>

I A 15h～ 16i I層
(Ⅲ 層 の再堆積土 )

弥生前期 深 鉢 略完形
口:無文 径 :横位沈線

胴 :LR縦位
ミガキ 122

外面剥落多、内面煤付着、
炭混じりの上層より出土

Ⅱ A 15h～ 16i I層

(Ⅲ 層の再堆積土 )

弥生前期 浅鉢 日～胴部 口 :無文 胴 :LR横 位 ミガキ (123)
勺外面煤付着、炭混 じり

つ土層 より出土

I A 1511～ 16i I層
(Ⅲ 層の再堆積 土 )

弥生前期 浅鉢 日～胴部
口 :変形工字文、平行沈線

月同:LR枝位
ミガキ え混じりの土層より出土

Ⅱ A 15h～ 1611層
(Ⅲ 層の再堆積土 )

弥生前期 浅鉢 口縁部 変形工字文、平行沈線 ミガキ 災混 じりの土層 より出土

35 皿A6jⅢ 層 弥生前期 鉢 胴～底都 素面 ミガキ
痕代

ヽ
網

痕

坦

つ

平

指
87 <56>

36 ⅡA 10k Ⅲ層 弥生前期 浅鉢 口～胴都

口端 :刻み 目 日 :無文 :

頚 :横位平行沈線、刺突列

胴 :RL横 位

ミガキ
'738と

同一個体

37 ⅢA 10k Ⅲ層 弥生前期 浅鉢 回～胴部

日端 :刻 み ロ ロ :無文 :

頚 :横位平行沈線、刺突列

胴 :RL横位

ミガキ 1638と 同一個体

ⅢA10k Ⅲ層 弥生前期 浅鉢 胴 部 RL・ LR羽 状縄文 (横位 ) ミガキ 〕6Mと 同一個体

Ⅲ A10n ll m
ld～ Ⅲ層

弥生前期 深 鉢 胴～底都 RL縦位 粗いナデ 網代痕 ? 89 く156>

土 器 観 察 表

I 発掘調査報告
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(1)立花南遺跡 (北上市)

焼成粘土塊観察表

石器類観察表

鉄製品観察表

仮登録 No 出土地点 層位 重量 (gl 備 考

l 1号竪穴住居跡東西ベル ト 埋上下位

2 1号竪穴住居跡 埋土中 指痕ある資料有り

3 1号竪穴住居跡 Q2 1層 下位

4 l号竪穴住居跡 Q3 坦土下位

5 1号竪穴住居跡 埋上下位

6 C区第 2ト レンチ 表土

7 l号旧河道跡 (Ⅲ A13kよ り東) Ⅱc層下位

8 C区南端壁面 Ⅱ層 (I層 上面 ‐120cm)

9 C区北東端 Ⅲ層

0 Ⅲ A Ic層

1 Ⅲ A Ⅱ d層

2 Ⅲ A Ic層
3 Ⅲ A Ⅱ d層

4 Ⅲ A Ⅱd層

5 Ⅲ A Ⅱd層

6 Ⅲ All Ⅱ d層

7 Ⅲ A12 1 Ⅱb～ Ic層 指痕ある資料有り

8 2号竪穴住居跡 南壁際土

2号竪穴住居跡カマ ド煙道部 堕道埋土 指痕ある資料有 り

2号竪穴住居跡カマ ド煙道部 カマ ド6層 ■7

2号竪穴住居跡カマ ド周辺 埋 上 下 位

2号竪穴住居跡 Q3 1層

1号焼土遺構 1層 指痕ある資料有 り

掲載番号 旧出土地点 器種 石 質 産 地 時代 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g) 備考

40 1号構跡 埋土中 石鏃 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 <23> 12 11

Ⅲ A81～ 1011層 石 匙 頁 岩 北上 山地 古生代後期 78 石匙 (未成品)

Ⅲ A81～ lCIJ I層 磨製石斧 閃緑岩 北上 山地 中生代白亜紀 (37> く19>

43 1号 旧1可道跡 Ⅳ層 環状石斧 頁岩 北上 山地 古生代後期 119 49 7235 環状石斧 (未成品 )

44
2号竪穴住居跡南北
ベル ト 1層

磨石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 5357

Ⅲ A6i～ 91 石 刀 ホルンフェルス 北上 山地 古生代 ? く113> ※中生代白亜紀に変成

46 皿A13k 石 刀 頁 岩 北上 山地 古生代後期 く80>

ⅢAIJ 石 刀 ホルンフェルス 北上 山地 古生代 P <74> ※中生代白亜紀に変成

掲載番号 出土地点 層位 器種 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量 (g) 備考

1号竪穴住居跡 埋上下位 刀子 P (153>

2号竪穴住居跡 Ql 埋土中 刀 子 く159> 271 木質部の残存あり

1号旧河道跡 (Ⅲ A13i) 旧河道上 不 明 く485>

Ⅲ A12 k Ic層 釘 <126>

-18-



1号竪穴住居跡カマ ド

L=56000m

1号竪 穴住 居 跡 カ マ ドa― a'

1 10YR4/4褐 色粘土質上 粘性中 締 まりやや密 炭化物 1～ 7% 土器混入

1号竪穴住居跡カマ ドa~a'
1 10YR4/4褐 色粘土質土 粘性中 締 まりやや密 炭化物 1%混入 (※ 住居内埋± 1層 )

2 10YR2/3黒 褐色粘土質シル ト粘性やや弱 締 まりやや密 炭化物 1%混入 上面に礫有 り

3 10YR4/4褐 色粘土質土 粘性中 締 まりやや密 焼土 炭化物 (煤か ?)5%混 入

(※ 煙道の天丼部分が崩れた層、 1層 に類似 )

4 10YR2/2黒褐色 粘土質土 粘性やや強 締 まりやや疎 炭化物 焼± 3%混入

(※ カマ ド使用時の燃え残 りか)

5 5YR4/8赤褐色～ 5YR3/6暗赤褐色焼土 粘性な し締まり密 カマ ド燃焼部 焼成良好

6 10YR4/4褐 色粘土質土 粘性中 締 まりやや密 炭化物 1%・ 土器片混入 (※ 1層 に類似 )

I 発掘調査報告

0       1:60      2m

0                  1:20 lrn

ⅢA4i

+ 1号竪穴住居跡
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第 4図  1号竪穴住居跡
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(1)立花南遺跡 (北上市)

b L=55700m

ⅢA91

+

A

2号堅穴住居跡

L=55700m

2号竪 穴 住 居 跡 A― A'

1 10YR4/4褐 色粘土質シル ト粘性やや強 締 まりやや密 土器一定量

2 10YR4/4褐色粘土質砂質土 粘性やや強 締 まり密 酸化鉄の集積 5%
(※ 非常に硬い、貼床 )

3 10YR3/4暗 禍 色砂質粘土 粘性やや強 締 まりやや密

4 10YR3/3暗 褐色粘土質土 粘性やや強 締 まりやや密

5 10YR3/4暗 褐色粘土質土 粘性強 締 まり密

2号竪穴住居跡カマ ド断面

L=55700m

5

6

a′   7
a

炭化物

土器小片混入

2号竪 穴 住 居 跡 カマ ドa― a'・ b一 b'

10YR4/4 褐色粘土質シル ト 粘性やや強 締 まりや

や密 土器少畳混入 (※ 2・ 6層 と類似 した土質 )

10YR4/4 褐色粘土質シル ト 粘性やや強 締 まりや

や密 焼± 5%混入 (※ 焼土は 3層 と色調が類似する)

75YR2/3 極暗褐色焼土 粘性やや強 締まりやや密

75YR3/4 暗褐色焼土 粘性やや強 締 まりやや密

5 YR4/4焼 土ブロック (焼成の良い焼土)5% 炭化

物 2%混入 (※ 煙道部中に形成 された焼土 )

5 YR4/4 にぶい赤褐色焼土 粘性やや強 締 まり中

(※ 焼成良好、燃焼部に伴 う焼土 )

10YR4/4 褐色粘土 粘性やや強 締まり密 土器一

定量 炭化物 2%混入

10YR4/4 褐色粘土 粘性やや強 締まり密 焼粒 5

% 炭化物 1%混入 (※ 据え方の上 )

b′

5        7

-20-
第 5図  2号竪穴住居跡



I 発掘調査報告

畠状遺構 。1号炭化物集中区

<|

部 参 鬱
'｀

0                  1:80                  4m

第 6図 畠状遺構、 1号炭化物集中区
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1号炭化材集中区

B L=55800m B

十

1号炭化物集中区

1 10YR4/4褐 色粘土質土粘性やや強締まりやや密

※1号畠状遺構の上部、若しくは同じ層に入つてくる



(1)立花南遺跡 (北上市)

ⅢA6i

†

1号溝跡

L=56000m

1・ 2号清跡

B

ⅢA10 k

一
―

1号溝跡

L=56000m

0     1:40    1m

1号溝 跡 A― A'・ B― B'

1 10YR2/3 黒褐色シル ト 粘性中 締 まり密 径 1～ 2 mmの 炭化物 1%混入

(※ 自然堆積層、土器少量 )

2 10YR2/2 黒褐色シル ト 粘性やや強 締 まりやや密 径 1～ 2 malの 戊化物 2%混入

(※ 自然堆積層 )

2a10YR3/4 暗褐色シル ト 粘性中 締 まりやや密 (※ 自然堆積層 )

3 10YR3/3 暗褐色シル ト質砂質土 粘性やや強 締 ま り中 (※ 自然堆積層 )

3a10YR4/4 褐色砂質土 粘性やや弱 締 まりやや密 (※ 自然堆積層 )

4 10YR4/4 褐色粘土質土 粘性やや強 締 ま り密 (※ 自然堆積層 )

5 10YR4/3～ 4/4 にぶい黄褐～褐色粘上質砂質土 粘性やや強 締 まり密 (※ 自然堆積層 )

6 10YR3/3 暗褐色粘土質土 粘性強 締 まり密 (※ 自然堆積層、 4層 に類似 した土質)

7 10YR3/3 暗褐色粘土質土 粘性強 締 まり密 (※ 自然堆積層、 46層 に類似 した土質、

6層 より色調がやや暗い )

ⅢA61

‐争―

2号溝跡

c L=56000m c

2号溝跡 C― C'

25Y3/3暗オリーブ褐色砂質粘土 粘性中 締まり密 酸化鉄の集積 10%混入
(※ 酸化鉄は水平に数条の線状に入る)

ⅢA10m

ⅢA14m

8

A

調

査

外

0            1:160           8m

-22-
第 7図 1・ 2号溝跡



叫十 2号炭化物集中区

1号焼土

L=55800m

1号焼土遺構 A― A'

l ЮYR4/4 褐色シルト質砂質上 粘性やや弱 締まりやや密 掟化物396混入
2 10YR3/4 暗褐色粘土 粘性やや強 締まりやや密 焼土プロック (5 YR4/6)
※このHIHか らは現地性焼土と判断される

I 発掘調査報告

2号炭化物集中区

A   L=55 800m       A′

2号炭化物集中区

1 10YR4/4 褐色粘土質砂質土 粘性やや強 締まり中 兵化物396混入

3号焼土遺構

15%・ 炭化物 796混入

1号焼土

Ⅷ
AA

2号焼土遺構

A
3号焼土遺構

L=55.300m A

3号焼土 遺構

10YR4/4 褐色粘土 粘性やや強 締まり中 焼± 05YR2/3極暗褐色)1596混 入

2号焼土適構

AL=55800m A^

す
2号焼土遺構

5 YR3/4暗褐色焼土粘性やや弱締まり中 (※現地性)

ⅢA17i

ⅢA17i

第 8図  1～ 3号焼土遺構、2号炭化物集中区
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(1)立花南遺跡 (北上市 )

/A /

C区 調査区 境南壁 (Ⅲ A16k～ 190
L=55800m

I

|

調査 C区南壁断面 (Ⅲ A16k～ 19iグ リッド)

1 10YR3//3 暗褐色粘土質シルト 粘性やや強 締まりやや密 (※ 基本層序Ⅱb層相当)

2 10YR3//4 暗褐色砂質粘土 粘性やや弱 締まり中 (※ Ic層 を起源とする土層と推定される)

3 10YRy3 暗褐色粘土質土 粘性やや強 締 まりやや密 炭化物 1%混入 (※ Id層 に類似する、あるいは同層を起源 とする土層か ?)

4 10YR2/3 黒褐色粘土質泥質土 粘性強 締 まり密 砂質± 5%・ 炭化物 1%混入 (※ 黒っぼ くみえる、旧河道跡の検出のキー層 )

5 10YR4/6 褐色粘土質砂質土 粘性中 締 まりやや密

6 10YR4/4 掲色砂質粘土質土 粘性やや強 締 まりやや疎

7 10YR4/4 褐色砂質土 粘性中 締 まりやや疎

8 10YR4//3 にぶい黄褐色粘土質土 粘性やや強 締 まりやや密

A A′

-24-
第 9図  1～ 3号旧河道跡
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(1)立花南遺跡 (北上市 )
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(1)立花南遺跡 (北上市 )

観ヽb‐
1/

勢」
7

F

離

}″
|ゞ|

′'IⅢ
'

遺跡全景 (西から)

写真図版 1 遺跡全景

全景 (下が南西 )

甲 雛
r
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ⅢよⅢⅢ't i=学 ■ ■・

調査 C区

調査 B区東境土層断面 (西から)

i. 十咆」干`

C区基本層序 (※ 第 12ト レンチ西か ら)

I 発掘調査報告

調査 A区違景 (南 から) 調査 A区西境土層断面 (東 から)

調査 B区全景 (北 から)

(南 から)

(弥生土器集中出土西から) 調査 C区調査前風景 (東 から)東端部上層断面

写真図版 2 調査区違景

-29-



ノ

(1)立花南遺跡 (北上市 )

1号竪穴住居跡

「

引い瀬嘲藤Ⅲ華イⅢ

…

完掘平面 (南 から) 1号竪穴住居跡 埋土土層
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1号竪穴住居跡 炭化材・焼土塊・土器出土状況
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!亀 t
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写真図版 3 住居
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1号旧河道跡 断面 (北 から)

写真図版 4 畠・溝 。その他

1号焼土遺構



(1)立花南遺跡 (北上市 )
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写真図版 5
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写真図版 6 出土遺物 (土器 )
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I 発掘調査報告

(2) 遺跡

所  在  地 遠野市綾織町新里27地害」58-39地内ほか

委  託  者 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

事  業  名 東北横断自動車道釜石秋田線新直轄事業

発掘調査期間 平成 22年 10月 5日 ～ 10月 15日

遺跡コード・略号 MF54-0051・ KN― Ⅱ-10

調査対象面積 641∬

調査終了面積 641だ

調 査 担 当 者 溜 浩二郎・西澤正晴

1 調査に至る経過

「上日影遺跡」および「熊の沢Ⅱ遺跡」は東北横断自動車道釜石秋田線 (遠野～東和間)の施工に

伴って、その事業区内に存在することから発掘調査を実施することになったものである。東北横断自

動車道は、釜石市を起点として、遠野市、奥州市を経由し、花巻市にて東北縦貫自動車道 (東北道)

に合流し、さらに分岐し、西和賀町、横手市、大仙市を経緯して秋田市に至る総延長212km(内 岩手県

内113kmで供用区間は45km。 )の高規格道路である。

本路線は、釜石港・大船渡港といった重要港湾や観光資源豊富な陸中海岸目立公園を有する三陸地

方拠点都市地域と、先端技術産業の集積が著しい北上中部地方拠点都市地域等の岩手県内と秋田県を

結び、周辺地域のみならず岩手・秋田両県全域の産業・経済発展を担うことを目的に平成10年度に遠

野～宮守間で整備計画、宮守～東和間では施工命令が、平成15年 には新直轄方式により整備すること

が決定している。

「上日影遺跡」および「熊の沢Ⅱ遺跡」については、本年度に岩手県教育委員会で試掘調査を実施

され、当路線事業地内が埋蔵文化財包蔵地であることが確認されたものであり、その結果に基づいて

岩手県教育委員会と国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所が協議を行い、発掘調査を財団法

人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることにした。

これにより財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターにおいて、「上日影遺跡」。「熊の沢

I遺跡」の発掘調査に着手した。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)

2 遺跡の位置 と立地

熊の沢工遺跡は遠野市役所から西南西約4.6kmの 位置にあり、西から東へ流れる猿ヶ石川と南側に

接する山林から続く丘陵の先端部に立地する。調査前の状況は山林で、標高は279m前後である。

3基 本 層 序

いずれも表土 (黒褐色シルト)下は掲色土 (10YR4/4)で 、遺構検出面である。

4 調査の概要

(1)遺   構

陥し穴状遺構が 2基検出された。形状はいずれも溝状を呈し、規模は 1号陥し穴が開口部径324×

74cm、 底径336× 6 cm、 深さ114cm、 2号陥し穴が開口部径290× 56cm、 底径286× 9 cm、 深さ86cmで、

遺構から遺物は出上していない。

(2)遺   物

表上下の褐色土面から縄文土器の小破片が 1点出土した。外面に貝殻文・沈線文が施されている。

5 ま と め

今回の調査で熊の沢Ⅱ遺跡は縄文時代の狩猟場であることが判明した。遺跡全体の詳細については

くま  さわ

熊の沢Ⅱ
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(2)熊の沢Ⅱ遺跡

今後の調査機会を待ちたい。なお、熊の沢五遺跡の平成22年度調査に関わる報告はこれをもって全て

とする。

1号陥 し穴
A一 A'
1 10YR2/1
2 10YR3/4
3 10YR3/2
4 10YR2/1
5 10YR3/3
6 10YR2/1
7 10YR5/6
8 10YR3/2
9 10YR5/6

1ミ |.:=!

1号陥し穴

2号陥 し穴
A一 A'
1 10YR2/2
2 10YR3/2

粘性あり
3 10YR4/6
4 10YR3/2
5 10YR4/6
6 10YR3/2

遺跡位置図
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露liャ

2号陥 し穴  >

S封/60          〒
卜 L=276500m卜  ■

遺構配置図  
士 粋型岸瑠

m

十 Y‐ 55802

X=-75150

辻

引
∝ 垂 手 苧 手 つ

卜

当当

黒色シル ト 粘性  しまりあ り

暗褐色シル ト 粘性  しまりあ り

黒褐色シル ト 粘性  しまりあ り 暗褐色シル ト(10YR3/4)5%含 む。

黒色シル ト 粘性ややあ り しまりあ り

暗褐色シル ト 粘性  しまりあ り

黒色シル ト30%、 10YR3麗 暗褐色シルト70%の 混合土層。粘性 しまりあり

責褐色シル ト 粘性なし しまりあ り

黒褐色砂質シル ト 粘性なし しまりややあ り

黄褐色ンル ト 粘性なし しまりあ り 砂 礫粒多い。

黒褐色シル ト 粘性  しまりあ り

黒褐色 シル ト70%、 10YR4/4 褐色シル ト30%の混合土層。

しまりなし

褐色シル ト 粘性  しまりあ り

黒褐色シル ト 粘性  しまりややあ り

褐色砂質シル ト 粘性なし しまりあ り

黒褐色シル ト 粘性あ り しまりややあ り

2号陥 し穴平面

守
工
 :

手ふ1畿: ―
題醜 !籟

2号陥 し穴断面

岸__L=278 700m   FA

1号陥 し穴平面

1号陥 し穴断面

調査区近景
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I 発掘調査報告

かみひか げ

(3)上 日影遺跡

所 在 地 遠野市綾織町新里22地割45-3地内ほか    遺跡コード・略号 MF30-0285・ KHK-10

委 託 者 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 調査対象面積 1,450Hi

事 業 名 東北横断自動車道釜石秋田線新直轄事業   調査終了面積 1,450だ

発掘調査期間 平成 22年 9月 17日 ～ 10月 15日       調 査 担 当 者 溜 浩二郎 。西澤正晴

1 遺跡の位置 と立地

上 日影遺跡は遠野市役所から西南西約4.lkmの 位置にあり、西から東へ流れる猿ケ石川と南側に接

する丘陵部の先端に立地する。調査前の状況は山林で、標高は286～289mで ある。

3基 本 層 序

調査区は南東から北西に向かって傾斜 しており、丘陵の上部から流入 した土砂が北側ほど厚 く堆積

している。

4 調査の概要

(1)遺   構

古代の焼土遺構 l基、時期不明の柱穴状土坑 1個 を検出した。焼土遺構は82× 51cmの範囲に焼上が

広がっており、焼土から土師器杯の破片が 2点出上 した。柱穴状土坑は焼土遺構の南側で検出され、

径44× 40cm、 深さ7 cmで埋土に焼上を含む。出土遺物はなく、時期は不明である。

(2)遺   物

小コンテナで 1箱分出上 した。 1は石鏃で先端部を欠 く。石材には北上山地産の頁岩が使用されて

いる。 2～ 7は縄文時代早期の深鉢の口縁～胴部破片で、口縁部には幅広の刺突文 (2・ 3)、 平行・

斜行の沈線文 (4～ 7)、 貝殻腹縁圧痕文 (7)な どの文様が施されている。 9。 10は縄文時代晩期

の鉢の口縁部破片である。11。 12は 1号焼土内から出土 したロクロ成形による土師器杯の破片であ

る。

5 ま と め

今回の調査で、上日影遺跡は縄文時代・古代の遺物散布地であることが分かつた。古代の焼土遺構

からは土師器が少量出上したことから、近隣に集落が存在する可能性が考えられるが、今回調査した

Rttξ
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(3) 跡壇還
川
影

ひ

口
口

瘍
上

1号柱穴状土坑

判

○
憮

�

卜 L=287700m当
カクラン

1号焼±   2
A― A'
1 5YR5/8 明赤褐色焼土 粘性 しまり

ややあり 黒色ンルト (10YR2/1)20%
混入。砂粒を多量含む。

2 10YR4/6 褐色焼土 粘性なし しまり
あり 径5 mmの 炭化物片1%未満含む。

基本土層

L=287700m
A卜    引 A

ゴ
l号柱 穴 状 土 坑   

´

A― A'
1 75YR3/2 黒褐色焼土 砂質

粘性  しまりな し
2 10YR2//1 黒色砂 質 シル ト

粘性 なし しまりややあ り 径
5～ 71mの 砂粒 を多量含む。 遺構配置図
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基本土層
1 10YR2/2 黒褐色シルト 粘性ややあり

05  Ⅱ 祐孝贅多!黒色シルト 粘性 しまりあり
Ⅲ 10YR2/2 黒褐 色シル ト 粘性 しまり

あり 径 3～ 5 cmの 礫 3～ 5%含む。

lo Ⅳ摺廷子チ折
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穀陥4群湘乳智
りあり 径 3～ 5 mmの 礫 5～ 7%含む。

V 10YR4/6褐 色シルト 粘性 しまりあり

花尚岩 (大 )混入。
15m

卜 L=287400mコ

調査区近景
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(4)高殿 Ⅱ遺跡

所 在 地 奥州市前沢区古城字高殿 60番地 6ほか

委 託 者 県南広域振興局農政部農村整備室

事 業 名 経営体育成基盤整備事業古城 2期地区

発掘調査期間 平成 22年 5月 6日 ～ 6月 1日

I 発掘調査報告

遺跡コード・略号 N E46-1301・ KD■ 0

調査対象面積 677∬

調査終了面積 677∬

調 査 担 当 者 杉沢昭太郎・米 田 寛

1 調査に至る経過

高殿Ⅱ遺跡は、「経営体育成基盤整備事業古城 2期地区」のほ場整備に伴い、その事業区域内に存

在することから発掘調査を実施することとなったものである。

本地区は奥州市前沢区中心部より北東部に位置し、現況は、小区画・不整形な水田で、かつ幅員狭

小な農道となっていることから、作業効率が悪く、また用排水兼用の上側溝水路のため、用水不足や

排水不良となっており、維持管理に支障を来しているところである。このため、本事業地区において

は、大区画ほ場整備を実施することで、農作業の効率化、生産コス トの削減、生産性の向上を図り、

農地集積による安定した経営体および担い手農家の育成を目的として、事業着手したものである。

当事業の施工に係る埋蔵文化財の取 り扱いについては、県南広域振興局農政部農村整備室から平成

21年 8月 28日付け 県南広農整第186-2号「経営体育成基盤整備事業古城2期地区における埋蔵文化

財試掘調査について (依頼)」 により岩手県教育委員会に対して試掘調査の依頼を行った。依頼を受

けた岩手県教育委員会は平成21年 9月 24日 に試掘調査を実施し、工事に着手するには当該遺跡の発

掘調査が必要になる旨を、平成21年 10月 20日 付け教生第929号「埋蔵文化財の試掘調査について (回

答)」 により回答があった。この回答を受け、当農村整備室は平成22年 9月 24日 付け 県南広農整第

136-8号「埋蔵文化財試掘調査結果による工法協議について」により、盛土工法による保存箇所と、

発掘調査による記録保存箇所について協議を行った。その結果を踏まえて当農村整備室は、岩手県教

育委員会の調整を受けて、平成22年 4月 1日付けで財団法人岩手県文化振興事業国との間で委託契約

を締結し、発掘調査を実施することとなった

(岩手県県南広域振興局農政部農村整備室)

第 1図 遺跡位置図
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(4)高殿Π遺跡

2 遺跡の位 置 と立地

本遺跡は奥州市前沢区北部の古城地区にあ り、北

上川西岸の水沢高位段丘に立地する。この段丘は胆

沢扇状地の低位段丘面に相当し、中位段丘面 (胆沢

段丘)ま では西に2.5km程ある。遺跡 とその周辺は

概ね平坦で、現在は水田が多 くを占め微高地には集

落や畑地が点在 している。標高は31mである。

3基 本 層 序

I層 暗褐色土層。表土・耕作土。層厚 20～ 30cm。

Ⅱ層 黒色土層。旧表土。遺跡東側のみに見 られ

る。 O´-30cm。

Ⅲ層 黒褐色土層。部分的に見られる。0～ 10cm。

Ⅳ層 黄褐色土。遺構検出面。場所によってはそ

の下の礫層が見 られる。層厚は不明。

4調 査 の 概 要

本遺跡は南北210m、 東西110mの広が りを有する

が、その中で今回は遺跡の南端部を調査 したことになる。

(1)遺   構

<土坑>

調査区の北側にややまとまって分布 しているもの、その他の場所に点在するものに大 きく分けられ

る。前者の中には焼土粒・炭粒・土師器細片を多 く含む土坑が複数見られた。 5。 10。 11・ 13～ 15号

土坑がそれにあたり、不要なものを埋めた平安時代の施設 と考えられる。調査区が遺跡の縁辺部に相

当すること、竪穴住居跡が見られないことなどから、集落の中の居住域からやや外れた場所にあたる

と推察 される。個々の土坑 については第 1表に整理 した。

第 1表 土坑観察表

`1与

、    1   /＼＼＼  /
一

―

―

―

P  /  1
/

( )は残存値

酎〒
＼`
v生

＼、

遺構名 重複関係
検出面での計沢J値 (cm)

埋 土 出土遺物 時期 備 考

長 さ 幅 深 さ

l号土坑 1号溝より古い
為

積
人
堆

粘土塊 01袋、炭化種子 近世
近世の環濠屋敷の堀で

あろう。

2号土坑
1号堀、 3号土坑との関係は不
明。 5号土坑より古い。

(120
為

積
人

堆

土師器杯片 1・ 奏片 1、 須恵

系杯片 1
平安時代

3号土坑
1号堀より古い。 2号土坑との

関係は不明。
人為

堆積

須恵器不片 1、 土師器片 12、

剥片 2
不明

4号土坑 2号溝 より古い
為

積
人
堆

須恵器郭片 2、 土師器・須恵

系片 02袋、粘土塊 1、 炭粒
平安時代か

5号土坑
2 9号 土坑より新。 1号堀よ

り古い。

為

積
人
堆

須恵器甕片 1 杯片 1、 土師

器不・甕片、須恵系 05袋、粘
土塊 1

平安時代

破片が大きい。上器廃

棄した土坑か。甕は2
～3個体分のようだ。

6号土坑 l号溝より古い。
為

積
人

堆
土師器甕片 3片 不 明

7号土坑 8号土坑 との関係は不明。
為

積
人
堆

須恵器郭片 2、 須恵系杯片3 平安時代か

8号土坑 7号土坑 との関係は不明。
為

積
人
堆

須恵器不片 1、 土師器片 須
恵系片 01袋 平安時代か
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9号土坑
1号堀、 5号土坑より古い。 7
号溝より新しい可能性あり。

(140)
為

積
人
堆

土師器奏片 8片 平安時代

10号土坑 なし。
人為

堆積

須恵器郭片 1、 蓋片 ?1、 土

師器杯片 1 甕片 13、 須恵系

郭片 18、 粘土塊 3、 炭粒

平安時代
須恵系杯は4個体分あ

る。廃棄土坑か。

11号土坑
1号堀より古い。 4号溝 との関

係は不明。

為

積
人

堆
須恵器杯片 1、 土師器イ片 4

甕片 14、 粘土塊 ■、炭粒
平安時代 廃葉土坑か。

12号土坑 なし。
為
積

人
堆

須恵器小甕類片 1、 土師器片

5
不 明

13号土坑 なし。
為

積
人
雉

須恵器壺類片 1、 甕類片 2、

土師器甕片 1袋、須恵系杯片

1、 粘土塊 03袋、炭粒

平安時代
廃棄土坑か。

1号焼土と同一遺構。

14号土坑 1号堀より古い
為

積
人
堆

須恵器郭片 1、 土師器奏片 02
袋、土師器郭片 2

平安時代 廃棄土坑か。

15号土坑 なし。 (112)
為

積

人

堆
土師器杯片 01袋・奏片 02袋、

粘土塊 02袋
平安時代 廃棄土坑か。

16号土坑 1号溝より古い。 122 43
為

積

人

堆
須恵器郭片 3、 土師器片 01袋 不 明

17号土坑 なし。 上が人為、下が自然堆積か 不 明

I 発掘調査報告

<堀跡・溝跡>

東 ―西方向に延びている近世の堀跡・溝跡、概ね南一北方向に延びている平安時代とみられる溝跡

がある。前者は残 りが良いのに対 して、後者は浅 く土坑類に切 られた りしていて残 りが悪い。

1号堀跡はこの地域に広 く見 られる環濠屋敷の堀跡と思われるが、詳細な時期を判断する遺物を欠

く。 しか し、逆にこのことから本遺構が近世の中でも陶磁器などの出土量が非常に少ない17世紀初頭

頃に遡る可能性 もある。環濠の全域については周辺地形の改変が著 しく手掛かりに乏しいが、古い航

空写真から1辺が凡そ30m四方 となるのではないかと推測される。

第2表 堀・溝観察表

遺構名 重複関係 方向
検出面での計測値 (m)

出土遺物 時期 備考
長 さ 幅 深 さ

碍
堀

2 3・ 5 9 11・ 14号
土坑より新。

南―北
西―東

４

Ю
045

須恵器片 02袋、土師器・

須恵系 15袋、粘土塊 01袋、

石皿 ?1、 剥片 1

近 世

摩耗した細片のみ。粘土塊は

11号土坑出上の粘土塊とよく

似ている。

吟
溝

1 16号土坑より新。 西―東 029
須恵器片 1袋、土師器・須

恵系 2袋、石鏃 1・ 敲石 1、

剥片 1

近 世 摩耗 した細片のみ

翡
溝

4号土坑より新。 西―東 0■
須恵器郭片2高台杯片 1

土師器片 03袋
近世か 8cの高台杯か

鍔
溝

西北西 ―

東南東

須恵器杯片 3、 土師器必片

9、 甕片 2
平安時代か

鍔
溝

11号土坑との関係不明。 北西―南東 4 012 須恵系杯片 2、 甕片 1 平安時代か

碍
溝

南 ―北 065
須恵器郭片 2、 壼片 1、 須

恵系杯 土師器甕片 04袋
平安時代か

碍
溝

南
―

北 032
土師器杯片 1、 須恵系芥片

6
平安時代か

碍
溝

9号土坑 より古い可能

性あり。
南 ―北 3 058 平安時代
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(4)高殿 H遺跡

<掘立柱建物跡・柱穴>
調査区のほぼ中央に 1号掘立柱建物跡がある。桁行き2間、梁間2間の総柱建物であるが、かなり

歪な柱配置をしている。四隅にくる柱穴 4個に対して、そうではない柱穴 4個がかなり内側に入って

いる。柱間寸法にも統一感がないが、P45。 P51'P54が 直線的に結べることから東西方向を梁間、

南北方向 を桁行 きと考えた。平面形態か ら倉庫 と見 られる。

第3表 柱穴観察表

(2)遺物

土師器・須恵器・須恵系土器片が中コンテナで 2箱程出土した。石器類は8点、焼けた粘土塊が中

コンテナ03箱 出上している。土師器・須恵器・須恵系土器は10世紀前半が中心のようであるが、破

片が多く詳細は不明である。粘土塊については、欠け口が風化して磨滅している。廃棄土坑としてい

るものからよく出土している。粘土中にコマイの痕跡は認められないこと、壁の表面の平坦な面が見

られないことから壁土に使われたものではないと考えた。加えてかなりの繊維が入つていることから、

土器をつくる粘土ではないようだ。以上のことからカマ ドの壊れたものではないかと推祭される。

13号土坑出土炭化物を伽加速器研究所に依頼し年代測定を行った。その分析結果を記す。

13号土坑埋土出土炭化物 1の 望C年代は1150± 30yrBPで ある。暦年較正年代 (lσ )は 830～

967cal ADの 間に3つの範囲で示される。

単位 :cm

No 規模 深 さ その他

1 177

2

3

5 232

須恵器郭片 2 壺片 1、 土師器 須恵系片 9

7 502 須恵器郭片 1、 土師器・須恵系片 10

土師器甕片 1、 須恵系杯片 1

451 須恵器壼片 1

土師器杯片 3、 奏片 2、 須恵器杯片 1

11 須恵器壺片 1、 土師器片 5

265

305

17 土師器甕片 3

須恵器系杯片2

132

165

24

229

No 規模 深 さ その他

223

322

156

125

109

244

40

246 土師器奏片 2

111 土師器甕片 1

215

(25) 須恵器ネ片 2、 須恵系郭片 1

土師器甕片 1

215

356

l■ 5

(18)

密 257
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損j定番号 試料名 採取場所
料

態

試

形
処理

方法
6 BC(%0)

6BC補正あ り

しibby Age(yrBP) pMC(°/o〉

IAAA‐ 102633 ユ 遺構 :13号土坑 層位 埋 土 炭化物 AAA ‐24.81 ■ 0.63 1,150■ 30 86.67■ 0.31

I 発掘調査報告

試料の炭素含有率は 70%を 越える十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。 [#4069]

第 4表 土師器・須恵器観察表

番号 出土地点 種別・器種・部位 外面の特徴 内面の特徴 その他

1 5号土坑埋土 土師器・甕 口縁から胴部 体部にハケメ、粘土貼付 ハケメ 非ロクロ

2 10号土坑坦土 須恵系・杯 口縁 ロクロナデ ロクロナデ

3 11号土坑埋土 土師器・杯 口縁 ロクロナデ 黒色処理 ミガキ

4 13号土坑坦土 須恵系 杯 口縁 ロクロナデ ロクロナデ 外面に浅い沈線

5 文5号土坑埋土 須恵系 郭 口縁から底面 ロクロナデ ロクロナデ

6 13号土坑埋土 土師器 月ヽ奏 口縁から底部 粗いヘラナデか 粗いハケメ

7 14号土坑埋土 土師器 甕 口縁から胴部 口縁部ヨコナデ、胴部の調整は不明。 ヘラナデ

8 5号溝埋土 須恵系 邦・口縁から底面 ロクロナデ ロクロナデ

9 5号溝埋土 土師器・甕・口縁から胴部 ヘラナデ ヘラナデか ロクロ

5号溝埋土 土師器 甕・口縁から胴部 ロクロナデ、ヘラナデ ヘラナデか

11 5号溝埋土 土師器・杯・口縁 ロクロナデ 黒色処理・ ミガキ

5号溝埋土 須恵系・郭 口縁から底面 ロクロナデ ロクロナデ

10号土坑埋土 須恵器 大奏・胴部 タタキ タタキ

1号溝埋土 須恵器 。大養 ,胴部 タタキ タタキ

1号溝埋土 須恵器・三・胴部 ロクロナデ クロナデ

1号溝埋土 須恵器 甕・胴部 タタキ

17 13号土坑埋土 須恵器・甕 胴部 タタキ

5 まとめ

高殿工遺跡の今回の調査区は遺跡の南東端にあたる。ここには主に平安時代の遺構・遺物と近世と

見られる遺構が分布していた。平安時代では土坑、溝、掘立柱建物跡があり、土坑は土器片や粘土塊

等を焼土・戊粒などと共に廃棄するためのものであった。掘立柱建物跡も柱間寸法にばらつきの目立

つものであるため、食糧以外のものを保管する施設の可能性がある。近世と見られる遺構には堀跡が

ある。これはこの地域の特色といえる環濠屋敷の堀跡と考えられるが、遺構に伴う遺物がなく詳細な

時期は不明である。なお、高殿Ⅱ遺跡に関する報告は、これをもって全てとする。

測定番号
615Cネ甫正なし

暦年較正用 lhrrBP) lσ 暦年代範囲 2σ歴年代範囲
Age(yrBP) pMC(%)

IF【AA‐102633 1150■ 30 8670 ■ 029 1149=28

830calAD 837calAD(36%)

868calADつ02calAD(258%)

916calADつ67cЛAD(389%)

780calAD‐ 792calAD(38%〉

805calAD 974calAD(9160/O)

[参考値]
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(4)高殿Ⅱ遺跡

0          1:250        10m

土坑&9
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第 3図 高殿Ⅱ遺跡遺構配置図



I 発掘調査報告

1号溝、1号上坑

A L=31800m

A'

A' B   L=32 B' A L=31 800m

1号堀

【

1号溝堆積土
1 10YR4/1 褐灰色土 粘雅性 。しまりややあり

1号土坑堆積上

2 10YR2/3 黒褐色土 粘性 。しまりややあり
炭化物粒・焼上粒少量 (人為堆績)

3 10YR2/8 黒褐色土 粘性 。しまりややあり
焼上ブロック多量 (人為堆積)

×
X=-102974
Y= 26983

＼
A'

5号上坑堆積上
1 10YR3/4 暗褐色焼上 粘性 。しまり

2高甚9♂ 解 呈
ツ
盈絶旱しまり

ややあり 地山ブロック・焼上
ブロック極微量

3 10YR2/3 暗褐色土 粘性 。しまり
ややあり 地山ブロック多量

4 10YR3/3 暗褐色土 粘性 。しまり
ややあり 地山ブロック多量

9号上坑堆積土
5 10YR4/1  褐灰色上 粘↑生。 しまり

ややあり 地山ブロック多量

2号土坑堆積上
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性 。しまり

ややあり 地山ブロック多量
炭化物粒微量 (人為堆積)

3号土坑堆績土
2 10YR3/2 黒褐色土 粘性 。しまり

疾花協逸微誓安買尾発籍々
量

8号土坑

6号土坑

L=31800謹  上

7号土

A'

8号上坑

土

あ鶏
燦

細］勘鋤
義常1::篤上猛

り
為堆績)

7号土坑堆積土
1 10YR2/3

粘性 。しま
地山ブロッ

8号土坑堆積土
2 10YR2/3 黒褐色土

粘性 。しまりややあり
地山ブロック少量

3 10YR3/2 暗褐色土
粘性ややあり しまり強
地山ブロック多量

0          1:50         2m

色
や
量

褐
や
多

黒
リ
ク

2号上坑

A  L=32 100m

1 10YR2/2 黒褐色上

2祐憔夢夕あ豊褐七≧り強
粘性ややあり しまり強
地山プロック少量
(人為堆績の可能性あり)

※■■は焼土範囲

巡

第 4図  1～ 9号土坑
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(4)高殿 Π遺跡

A ll号
土坑

14号上坑

A'  L=32 000tn      B  L=32 100m
10号土坑

B L=32 100m B'

10YR2/3 黒褐色土
粘性 。しまりややあり
炭化物・焼土粒少量

10YR2/3 黒褐色土
粘性ややあ り しま り強
炭化物粒・焼上粒微量
10YR3/2 黒褐色土
粘性ややあり しま り強
炭化物粒・焼土粒微量

16号土坑
X=-102977
Y= 27015

12号土坑

L三 31 800m

13号土坑
A     ttL=32000m

16号土坑

A L=32 400m  A'

1 10YR3/4 黒褐色土
粘性・しまりややあり
地山ブロック微量 小礫微量

※■■は焼土範囲

0           1:50          2m

1  10YR2/1  日亀で二■
粘性ややあり しまりやや弱
地山ブロック微量 (人為堆積)

X=-102980
Y= 27019 17号土坑

AL=31300m上

10YR3/4 暗褐色土
粘性 。しま りややあ り
焼上ブロック多量 土師器辺多量
10YR3/2 黒褐色土
粘性 。しま りややあ り

績羞駄
口
誌盗多昇 贅宿詈呈ツ

ク微量

10YR2/2 黒褐色土
粘性 。しまりややあり
地山ブロック多量
1002/1 緑黒色土
粘性あり しまりややあり
(グライ化)

17号上坑

-46-
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1号堀

A   L=32 100m

I 発掘調査報告

1号溝、 1号土坑

C'  D L=31800m       上

B'B    Li32 100m

1 10YR3/4 暗褐色土 粘性・しまりややあり 礫5cln大微量
(人為堆疲 ?)

2 10YR3/4 暗褐色粘質土 粘性 。しまりあり 炭化物粒・焼土粒
少量 (自 然堆積)

3 10YR3/2 黒褐色土 粘性・しまりややあり 地山ブロック多量
4 10YR3/2 黒褐色土 粘′性あり しまりやや弱

1号溝

C L=32200m

I層

E L=31800m生

褐灰色土 粘性 。しまり

デ ★喬鯵傭
土

黒褐灰色土 粘性 。しまり
ややあり 炭化物粒・焼上粒少量
(人為堆積)

3 10YR2/3 黒褐灰色土 粘性 。しまり
ややあり 焼土ブロック多量 (人為堆積)

2号溝

F と=3Z000■正と一   L=3■ 900m  G  止

尊

10YR4/1 褐灰色土 粘性 。しまりややあり
地山ブロック多量  (人為堆積)

0   1:250  5m

―

10YR3/2 黒褐色土
粘性 。しま りややあり
地山ブロック微量

10YR3/4
10YR3/2
10YR2/3

6号溝

M ttL=31900m

魚
l 10YR3/2 黒褐色土

粘性ややあり しまり強
地山ブロック多量 (人為堆積)

4号溝

と=32100騨 ±

薫
1 10YR2/2 黒褐色土

粘性 。しま りややあ り
炭化物粒微量

7号溝
N L=32000m  ぱ

1 10YR2/2 黒褐色土
粘性 。しまりややあり

0    1:50  1m

―

3・ 4号溝

H    H'  L=32 000m

3号溝

I I'

慧
HH'に 同じ‐蕊

量多
量
量

ク
多
少

ツ
ク

ク

ロ

ン

ツ

サ
ン
ロ
ロ

土
ブ
ブ

焼
山
山

地
地

強ま
あ
あ

し
や
や

や
や

あ
ま
ま

や
し
し

や
・
・

性
性
性

粘
粘
粘

土
土
土

色
色
色

掲
褐
褐

暗
黒
黒

上
輔
上Ｌ 中一隠ぷ（
１
２
３

ベ

第 6図  1号堀、 1～ 7号溝
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A'

(4)高殿亜遺跡

C

@P53

1号掘立柱建物跡

７２ピ
‐
‐
‐
餅

A

」ヽイヽ、中枷

D'   L=31.8oom

◎
路4 B'

C'

ド

0           1:50         2m

B

軸
躍

卜３‐．・躍
Ａ
一

B 卜31,800m

第 7図  1号掘立桂建物跡
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I 発掘調査報告

2 /
す f.=:蛛、

|.

熱 ＼

13

%5

8

悦

え‖≧
48・ 49

憩

‐ ９

蔑

◇

0          (1 :3)       10cm

第 8図 出土遺物
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(4)高殿Ⅱ遺跡

コい■中う管
=1嗚

苺:i'i::嶺lili:i
ifど 群

命i碧F再・五予

転

「
i「 I・重

饒
'1子

遺跡違景 (南東から)

遺跡近景 (南 から)

調査区は遺跡の南端にあ

たる。

調査区近景、 1号溝跡ほか

(西 から)
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写真図版 1 遺跡違景ほか



二
t rr～

1号土坑平面 (南 から)

2・ 3号土坑平面 (南 から)

‐
T,'す

■.f姦1
十

:

3号土坑断面 (南 から)

|―

iW打警型艶h

1  発〕胴司査キ1/告

li・  イ・
!fょ

‐
…

1号土坑・ 1号溝断面 (西 から)

4号土坑平面 (南 か ら)

5号土坑平面 (南 から)4号土坑断面 (南 から)

写真図版 2 土坑 (1)、 溝 (1)
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(4)i苛殴Ⅱ追跡

/

性
=報

5。 9号土坑断面 (南 から)

|ミri ill

l卑主主二

■ `|li議
7・ 8号土坑断面 (南 から)

芦

6号土坑平面 (南 か ら)

7・ 8号土坑平面 (南 から)

5'9号 土坑平面 (北 から)

10号土坑断面 (南 から)
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写真図版 3 土坑 (2)

11号土坑断面 (南 から)



一　
　
　
諄

I ttllli調 査報告

|' _ i竜ゃ
、  芋ゝ ~

二 iギ |― |
iご

12号土坑断面 (西 から)

13号土坑断面 (南東から)

15号土坑平面 (西 か ら)

離
16号土坑断面 (南 か ら)

13号土坑 (南東から)

―
―

―                 = ・ ・連―
禅 _

~!癬

14号土坑断面 (西 か ら)

1等||

デ■1穫 15

‐亀

穂洋|・・F!1'

15号土坑断面 (西 か ら)

轟:

写真図版 4 土坑 (3)
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(4)高殿Ⅱ追跡

i=f乳IP

I・

=■

学 ・ 基‐ェ ‐
!萱

.・
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L′

柱

れ
　

　

　

　

，

♯
■
ュ　

・
ャ

17号土坑断面 (西 から)

1号堀断面 (東 から)

!■・すli-1■ i:|

|,,    _●  _ ,■
_     与,

1号堀平面 (西 か ら)

3・ 4号溝断面 (南東から)

6号溝断面 (南 から)

5号清断面 (南 から)

_|1氏 |

｀
ェ ざ― ''

子ぅと,いか

2号溝断面 (東 から)
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写真図版 5 土坑 (4)、 溝 (2)



や 巧拳

3'4号 溝平面 (北 から)
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I 発掘調査報告
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5号溝平面 (北 から)
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(4)高殿Ⅱ遺跡

写真図版 7 出土遺物
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Ⅲ 発掘調査概報



凡例

本書で記載 されているコンテナの大 きさについては下記の とお りである。

大 コンテナ :42× 82× 30cm

中コンテナ :42× 82× 20cm

小 コンテナ :42× 32× 10cm
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Ⅱ 発掘調査概報

(5)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

跡ヒ退Ⅳ城剛韓判 第 2次調査

盛岡市玉山区芋田字沢田4-10ほか

国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

一般国道 4号渋民バイパス

平成 22年 5月 6日 ～ 8月 31日

1,2801N

村L 拓・】ヒホi忠昭

縄文

遺跡の立地

IGRい わて銀河鉄道好摩駅の東方約 1.Okm、 北上川左岸の河岸段丘上に立地する。南北縁を段丘

崖 と沢に区切 られた、西側に張 り出す舌状の高台である。標高は214m前後。要調査範囲3,630∬ のう

ち昨年度未了分2,380だ が対象で、今次1,280∬ を終了した。未了区は次年度以降継続調査の予定。

調査の概要

今次調査では縄文時代早期～前期初頭・中期末葉～後期前葉の竪穴住居跡31棟、住居状遺構18棟、

炉跡26基、陥し穴状遺構 3基、土坑66基、柱穴330個、立石 1基、土器埋設遺構 4基、遺物包含層600

∬等が検出された。これらのうちの一部は未精査であり次年度以降に再着手する。出土遺物は縄文土

器大コンテナ11箱 (早期中葉・後期初頭が中心 )、 石器大コンテナ13箱、土製品数点等である。

後期遺構面では、昨年度検出した環状配石遺構の下部を追加調査 し、南側張 り出し部の中心から楕

円形墓娠を検出、石鏃の副葬が確認された。また環状配石の南北軸北端の礫の下位から埋設された小

形鉢形土器が出土 した。土器内部 と掘 り方には小礫及び砂が充填される。いずれも配石遺構本体 との

関係が濃厚 とみられる。また、配石遺構 と同時期 と目される、責色土敷 き均 しを伴う4本柱遺構が弧

状に並んで検出された。昨年度来検出した黄色土集中地点や他の 4本柱遺構 を加えると、環状に分布

する様子が看取される。同様の環状分布傾向は、フラスコ状土坑 (墓媛に転用 ?)に も認められる。

早期の遺構面では、楕円形と略方形の住居跡が密に重複 した状態で検出された。出土土器から早期

中葉が中心とみられるが、個別の時期についてはさらに検討を要する。このうち楕円形の住居の一部

では、壁の外周 (或いは壁上端付近)に椀形 (播鉢形)の柱穴、床面壁際にも小ピットが巡る2重の

柱穴配置が確認された。断面観察から壁柱は住居中心に向け内傾 していた可能性が高いとみられる。

160,000 沼宮内

環状配石遺構下の墓境 縄文時代早期の住居群
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(6)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

跡Ｈ退Ⅵ鞍剛韓判
盛岡市玉山区芋田字沢田 63-6ほか

国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

一般回道 4号渋民バイパス

平成 22年 4月 5日 ～ 5月 11日

5531N

北村忠昭・村上 拓

縄文・古代 。中世・近世

ガ|

遺跡の立地

IGRい わて銀河鉄道好摩駅の東約1.2kmに 位置 し、姫神山から延びる小起伏山地の縁辺部、西向

き斜面上に立地する。標高は203m前後で、調査前の現況は原野である。

調査の概要

今回の調査では縄文時代の陥し穴状遺構 1基、土坑 1基、柱穴状土坑43個、平安時代の畠跡 lヶ 所

(約 20だ )、 中世の堀跡 1条、中世～近世のカマ ド状遺構 3基、柱穴状土坑23個、時期不明の溝跡 2条

が検出された。出土遺物は縄文土器小 コンテナ0.5箱、石器 3点、須恵器 1点、近世磁器 1点である。

遺跡の南西端に位置する今回の調査区は、縄文時代から近世まで断続的に利用されてお り、その中心

となるのは狩猟場 と利用された縄文時代 と城館 もしくは屋敷として利用された中世～近世の 2時期で

ある。

1150,000  覇ロモ子P村

北側調査区全景 (上 が北 ) 南側調査区全景 (上が東)

中世の堀跡
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Ⅱ 発掘調査慨報

(7)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

加向 Ⅲ遺跡 第 2次調査

遠野市綾織町下綾織第 31地割 102ほか

国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

東北横断自動車道釜石秋田線新直轄事業

平成 22年 4月 8日 ～ 7月 2日

7,213Eぽ

福島正和 。羽柴直人

縄文・古代・中世

遺跡の立地

向Ⅲ遺跡は、JR釜石線二 日町駅の南1.5kmに位置 し、東から西へ と流れる猿ケ石川南岸の河岸段丘

に位置する。遺跡は南から北へ緩やかに下る地形で、同時に調査区東端は沢地形となっている。昨年

度の 1次調査では遺跡西半を対象とし、今年度は遺跡東半を対象 とした。調査前の状況は、調査区全

面が水田として利用されてお り、周囲も水田に囲まれている。この水田の造成によって、微高地部分

は削平され、微低地部分は盛土がなされる地形改変がなされていた。

調査の概要

今回の調査で検出した遺構は、縄文時代 と考えられる陥し穴状遺構17基 ・土坑 4基、平安時代の竪

穴住居跡 3棟、中世 と考えられる竪穴建物跡 1棟・掘立柱建物跡14棟、時期不明の土坑15基である。

出上 した主な遺物は、縄文土器大コンテナ15箱、古代の上和 .5箱、中コンテナ0.5箱である。その他、

砥石 とみられる石製品 3点、近世以降の陶磁器片が若干量出土 している。

時代を追って遺跡を概観すると、縄文時代は狩猟活動域 として利用されていたと考えられる。詳細

な時期は、陥 し穴より出土する遺物が皆無であるため不明である。陥し穴以外の土坑から出上 した縄

文土器は、早期末～前期初頭のものがみられ、調査区周辺にこの時期の居住域が存在することを示唆

している。

平安時代および中世には、居住域の一端として利用されたようである。平安時代の竪穴住居跡は、

3棟とも方形の平面形態を呈し、 1棟は焼失した状況が看取できた。出土した古代の土器は、大半が

土師器である。中世の掘立柱建物跡は、時期を特定する遺物を欠いているものの、中世と考えられる

竪穴建物跡が近在することや遺構の特徴から中世の所産であると推測される。

| :■ :―

:・ ど下●

掘立柱建物跡全景 (西から)

1:50000 人首

■昂 生

竪穴住居跡炭化材検出作業 (南から)
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(8)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

”卵
I遺跡

下閉伊郡田野畑村沼袋 65番地ほか

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所

三陸北縦貫道路尾肝要道路

平成 22年 4月 8日 ～ 7月 15日

5,3001ぽ

丸山直美・北田 勲・溜浩二郎 。西澤正晴

縄文・近世

遺跡の立地

本遺跡は田野畑村役場の西北西4.lkmに位置 し、北流する姫松川左岸の北東向き緩斜面上に立地す

る。遺跡の標高は232～237m、 調査前の現況は宅地および畑地である。

調査の概要

検出された遺構は、中世から近世にかけての工房跡 l棟、近世の掘立柱建物跡 5棟、礎石建物跡 1

棟、平場 2箇所、井戸跡 2基、土坑 4基、墓墳 1基、小柱穴154個、近代の炭窯跡 1基である。遺物

は大コンテナで 1箱分出上 してお り、内訳は、縄文土器、石器、陶磁器、鉄製品、古銭、鉄津、羽口

等が各少量である。

調査の結果、北端部からは鉄生産に関連する工房跡が検出されており、当時の生業を知りうる資料

が得られた。北側からは寛永通賓を伴う掘立柱建物や井戸等が検出され、居住域としての利用がなさ

れていた事が半J明 した。

1:50,000  ,子 妄R

鞘

i互 14ヽ

近世の掘立桂建物跡 (北 から) 近世の礎石建物跡 (東 から)

近世の井戸跡 (西から) 近代の炭窯跡 (北東から)
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Ⅱ 発掘調査概報

ひめまつ

(9)姫松 I・ Ⅱ遺跡

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

下閉伊郡田野畑村沼袋 72・ 69番地ほか

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所

三陸北縦貫道路尾肝要道路

平成 22年 4月 8日 ～ 7月 15日

夕臣れA1 3,0001正 ・夕臣れ斉工 2,4001だ

濱田 宏・北田 勲・菅野 補

縄文

遺跡の立地

姫松 I・ 工遺跡は田野畑村役場の西北西約 4kmの姫松川沿いに位置 し、高森山から延びる小起伏

山地の縁辺部、南東向き緩斜面に立地する。標高は237～241m、 調査前の状況は山林・荒地である。

これと併行 して調査 した尾肝要 I遺跡とは後者の北西側で隣接する。

調査の概要

二つの遺跡の境界は調査区中央部の埋没沢付近にあるが、あまり明瞭でない。ともに表土下深さ 1

m前後に、縄文時代前期中ごろの降下と言われる十和田中lTRテ フラの二次堆積層が観察され、その厚

さは最大で50cmに 及んだ。姫松 工遺跡では、このテフラ下の黒色土層から表裏に縄 目をもつ土器片

が 1点出上 している。

姫松 I遺跡の検出遺構は、縄文時代の土坑 7基、近世に属する掘立柱建物跡 1棟、柱穴列 2列、柱

穴状土坑73個である。土坑の遺構確認面は、すべて先のテフラよりも下層であることから、縄文時代

前期を含むそれ以前の上坑群と考えられる。なお、姫松Ⅱ遺跡からは遺構は検出されなかった。

姫松 I遺跡の出土遺物は、柱穴から出土 した寛永通賓16枚のほか、縄文土器 5点、石鏃 1点、石器

剥片 1点、クルミと思われる炭化種子 4点である。姫松 Ⅱ遺跡では、賜述 した縄文条痕文系土器のほ

かもう 1点の縄文土器片と石器剥片が 2点出土 した。

遺跡周辺では、予てから近世・近代の鉄山跡の存在が言われてお り、今回検出した建物跡や柱列、

柱穴状土坑の一部がそれに関連する遺構の可能性がある。

150,000 岩泉

縄文時代前期以前の土坑 テフラの堆積状況
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おるだいらの

(10)大平野Ⅱ遺跡

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な時 代

奥州市胆沢区若柳宇大平野 1-1ほ か

国土交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所

胆沢ダム建設事業 (大平野地区)

平成 22年 4月 12日 ～ 9月 30日

7,3001N

川又 晋・小林弘卓

縄文

遺跡の立地

大平野工遺跡は、奥州市役所胆沢総合支所の南西約18kmに 位置する。胆沢川の支流、前川左岸の

段丘上に立地 し、標高は360m前後である。今年度は 5年 目の調査で、遺跡範囲の西側部分を調査 した。

調査の概要

検出した遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 1棟、土坑33基、柱穴状土坑 21個、焼± 3基、土器埋設

遺構 1基である。竪穴住居跡は、複式炉を持つ。

出土 した遺物は、縄文土器 (早期 。中期・後期・晩期)大 コンテナ4箱、石鏃27点、石匙26点、石

錐 7点、削・掻器49点、打製石斧 1点、台石 4点、石皿 3点、磨石 1点、凹石 9点である。遺物は、

遺構外出上の割合が多い。

150,lX10 焼石岳

平成 22年度調査区全景 (直上から)
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狂 発掘調査概報

(11)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な時 代

跡ヒ退
の
野

や
屋こ小 第 2次調査

盛岡市川目第 5地割 122-82ほ か

盛岡広域振興局土木部簗川ダム建設事務所

簗川ダム建設事業

平成 22年 7月 20日 ～ 11月 17日

6,0301N

濱田 宏・丸山直美・菅野 補

縄文

遺跡の立地

本遺跡は盛岡市の東方、」R盛岡駅の南東約9.2kmに位置し、簗川左岸の河岸段丘上および丘陵から

延びる小規模な扇状地内に立地する。標高は190～215m、 調査前の状況は山林である。今年度は、昨

年未了となった2,920だ を含む6,030だの第二次調査を実施 した。

調査の概要

昨年度の調査成果から、遺構は調査区北東部の緩斜面に存在するものと予想 されたが、その比較的

狭い範囲に縄文時代後期中葉から後葉を主体 とする集落跡が確認された。

検出遺構は、縄文時代後期の竪穴住居跡 7棟、晩期 1棟、土器埋設遺構 1基、炉跡 2基、土坑45

基、陥し穴状遺構 3基、焼土遺構22基、柱穴状土坑82イ回、集石 5箇所である。遺構検出面はほとんど

が最終面の褐色土層で、晩期の竪穴住居跡だけはそれよりも上位の黒褐色土層中で検出している。土

坑には、貯蔵用と思われるフラスコ形土坑や、内部に礫を伴う墓娠の可能性があるものなども含まれ

る。集石に関しては、いずれも扇状地の扇央部で検出されたものであるが、そのほとんどが角礫であ

ることから人為的に配されたものではない可能性がある。

出土遺物は、遺構の時期と同じ縄文時代後期中葉から後葉を主体とし、中期後半から晩期中葉まで

の上器がみられる。出土量は土器大コンテナ24箱、石器同4箱、土偶1点、円盤状土製品1点、土玉 2

点、ミニチュア土器10点 などで、土器に比べ全体的に石器が少ない傾向が認められた。

今後は、同じ川目地区にある川目A・ 川目C遺跡、戸仲遺跡などとの関連について、遺構・遺物の

両面から考察していきたい。

拡張された縄文時代後期の竪穴住居跡 土坑内の出土土器
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たかばた

(12)高畑遺跡

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

紫波郡矢巾町大字下矢次第4地割151番地ほか

盛岡広域振興局農政部農村整備室

経営体育成基盤事業下矢次地区

平成 22年 5月 6日 ～ 7月 2日

2,980∬ (本調査 2,460だ、確認調査 520だ )

溜 浩二郎・西澤正晴

縄文・古代・近世

遺跡の立地

高畑遺跡は矢巾町役場の北約2.lkmに 位置 し、岩崎川によって開析 された砂礫段丘上の微高地に立

地する。標高は114～ 116m、 調査前の状況は農道・水田・畑地等である。

調査の概要

調査区は南北 4箇所に分かれる。北端の調査区では遺構・遺物は確認されなかったが、それ以外の

調査区では縄文時代～近世までの遺構・遺物が確認されている。

検出遺構は、古代が土坑12基、溝 1条、近世が掘立柱建物跡 3棟、墓墳12基、溝 3条、柱穴状土坑

15個である。その他に時期不明の溝 1条、土坑 2基が見つかっている。

出土遺物は、縄文土器、土師器・須恵器が大コンテナで 2箱、近世以降の陶磁器が小コンテナで 1

箱、墓媛からは古銭41点、煙管の吸口 1点、鉄製 i
品 1点、他に釘等が出上 している。今回の調査で、

縄文・古代・近世以降の遺構・遺物が確認され、 t′

古来より、断続的に生活の場 として利用されてい

たことが判明した。古代の土器は9世紀前半代を

中心とするもので、本遺跡から南東の位置にある

徳丹城との関連が考えられる。近世末～近代は溝・

掘立柱建物跡・墓娠があ り、居住に利用された場

所であったことが判明した。

郵

議

狩
ガ
一

1150,000  う〔中属

調査区全景

9世紀前半代の溝 近世の掘立桂建物跡

-66 -



Ⅱ  う吝〕巳司胃望蜃ル死幸R

もヽしざきかモヽづか

(13)准「山寺貝 物訳基幹農道整備事業関連 )

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

一関市花泉町永井字西狼ノ沢 17-1ほか

県南広域振興局農政部一関農林整備センター

基幹農道整備事業夏川第 3期地区

平成 22年 7月 5日 ～ 9月 21日

1,620rN

西澤正晴・溜 浩二郎

縄文・平安

遺跡の立地

本遺跡は」R東北本線油島駅より南東約3.3kmに 位置 し、仙北低地帯の北縁に形成された樹枝状に張

り出す丘陵先端に立地する。調査地の標高は頂部で10m前後、調査前の現況は水田・畑地である。

調査の概要

調査区は、丘陵を南北に横断しているため、地形上斜面部 2箇所、頂部 1箇所に分けられる。北側

斜面から低地にかけて遺物包含層を確認 している。丘陵頂部は、開田時にかなり大規模に削平されて

お り、土坑 1基、柱穴14個 などわずかな遺構のみ残存 していた。南側斜面からは、焼± 4基、土坑 3

基が確認され、このうち2基からは古代の遺物が出土 した。また、斜面下の低地からは灰 白色火山灰

が層状に広がっていることを確認 している。遺物は包含層から出上 した縄文土器が中心で、一部古代

の土器が出土 している。また、貝片や獣骨・魚骨などの動物遺存体等 も採取 している。遺物の総量は

大コンテナ20箱である。
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石崎貝塚違景写真 (南西から)
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(14)茫「山奇貝 物訳経営体育成基盤事業関連)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 董 者

主 要 な時 代

一関市花泉町永井字西狼ノ沢 17-1ほか

県南広域振興局農政部一関農村整備センター

経営体育成基盤整備事業 (夏川第 3期地区)

平成 22年 9月 1日 ～ 9月 21日

2931N

西澤正晴・溜 浩二郎

縄文

遺跡の立地

本遺跡は」R東北本線油島駅 より南東約3 3kmに位置 し、仙北低地帯の北縁に形成された樹枝状に張

り出す丘陵上の先端部に立地する。調査区の標高は丘陵頂部で10m前後である。調査前の現況は水

田・畑地等である。

調査の概要

調査は、基幹農道事業分 と並行 して行われた。丘陵頂部を中心に調査区が設定されている。この頂

部は調査前の現況は水田であったため、開田時に数m単位で削平されていることが聞き取 りで判明 し

た。本事業関連の範囲からは、大型の上坑 7基を確認 している。遺物は遺構内からは出土せず、時期

は明確ではない。そのほかわずかに石器や縄文土器片が遺構周辺から出上 している。

■50,000  若本卯

調査区全景 (上 が南 )

-68-



(15)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な時 代

跡ヒ退
崩
分

ネ
国

I 発掘調査概報

! !―

機 F
II=
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■ ⅢⅢ.|

奥州市胆沢区南都田字上広岡 445呑地ほか

県南広域振興局農政部農村整備室

経営体育成基盤整備事業 都′鳥2期地区

平成 22年 6月 18日 ～ 8月 31日

1,814ご

米田 寛・杉沢昭太郎

中世末～近世初頭

遺跡の立地

奥州市立南都田小学校の南約 1.2kmに位置する。調査前の遺跡登録範囲の現況は、宅地、水田であ

り、今回の調査区は遺跡登録範囲の北東部の水田範囲に設定された。本遺跡は、標高83～ 87mの胆沢

扇状地の福原段丘面上に位置する。国分遺跡の北端にあたる段丘崖上からは、北側の南都田小学校を

はじめとする水沢高位段丘面上の遺跡を一望できる。また、本遺跡の南には16世紀後半の開基 とされ

る宝寿寺が隣接する。

調査の概要

検出遺構は縄文時代以降が陥し穴状土坑13基、フラスコ状土坑 1基、中世末以降が掘立柱建物跡 5

棟、溝跡20条、井戸状土坑 6基、土坑13基、柱穴状土坑161個 である。建物は近世初頭の三面庇建物

と付属する小屋が検出された。出土遺物は須恵器

・土師器数点、中世末～近世の陶磁器小コンテナ

1.5箱 、陶器製灯篭 1点、礫石器中コンテナ 1箱

、鉄製品数′点、木製品数′点のほか、炭化種実、昆

虫の羽根である。調査区中央の大溝や隣接する井

戸状土坑からは、天 目茶碗、瀬戸大窯産陶器皿、

近世初頭の唐津産陶器皿、炭化種実、昆虫の羽根

などが出上 している。

_― 喜 !F言

・
“h‐ 耳之

llⅢ
Ⅲ・

樹/1

1:50.000  男に沢

中世末～近世初頭の溝 (内容確認調査区) 井戸状土坑から出上した陶器製灯篭
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かわばた

(16)川端遺跡

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

奥州市胆沢区南都田字大道 219番地ほか

県南広域振興局農政部農村整備室

経営体育成基盤整備事業都鳥 2期地区

平成 22年 6月 14日 ～ 6月 24日

3001N

米田 寛 。杉沢昭太郎

縄文・古代

遺跡の立地

奥州市立南都田小学校の南南西約400mに 位置する。遺跡範囲には伊勢神社、南都田第13部落 コ

ミュニテイーセンターがある。調査前の遺跡登録範囲の現況は、宅地と水田であり、今回の調査区は

水田範囲に設定された。本遺跡は、標高82～85mの胆沢扇状地の水沢高位段丘面上に位置する。

調査の概要

調査区は 3カ 所に分かれる。検出遺構は溝跡 3条、土坑 1基である。いずれも時期不明である。出

土遺物は縄文土器 2点、土師器 1点、石匙 1点、剥片 1点である。いずれも遺構検出時に出上 し、遺

構内出土遺物はない。調査区内は、耕作上の下位に黄褐色土層が位置することから、遺物の包含が認

められる層は、水田造成時に削平されたと考えられる。

A区西側全景 A区東側全景

B区全景 C区北側全景
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(17)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

”堤遺跡

Ⅱ 発掘調査概報

奥州市胆沢区南都田字四ッ柱109番地ほか

県南広域振興局農政部農村整備室

経営体育成基盤整備事業都′鳥2期地区

平成 22年 6月 1日 ～ 6月 24日

340r〆

米田 寛・杉沢昭太郎

奈良～平安

遺跡の立地

奥州市立南都田小学校の南南東約300mに 位置する。調査前の遺跡登録範囲の現況は、宅地、水

田、畑地であ り、今回の調査区は遺跡登録範囲西端の水田範囲に設定された。本遺跡は、標高80～

81mの胆沢扇状地の水沢高位段丘面上に位置する。

調査の概要

検出遺構は古代の竪穴住居跡 2棟、竪穴住居状遺構 1基、土坑 1基のほか、時期不明の掘立柱建物

跡 1棟、土坑 2基、溝 4条、柱穴状土坑38個 である。また、調査区南側には河川跡が確認された。出

土遺物は須恵器・土師器中コンテナ 1箱、陶器片 1点、スクレイパー 1点、鉄製品 2点、粘土塊 2

点、炭化材数点である。遺物の大半が古代の竪穴住居跡から出土 している。

二★||■ギ| :
刊号竪穴住居跡遺物出土状況 (奈良時代) 2号竪穴住居跡遺物出土状況 (平安時代)

竪穴住居状遺構全景 調査区北側全景
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はつたんちよう

(18)八 反 町遺跡

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

奥州市前沢区古城字南八反町47番地 1ほか

県南広域振興局農政部農村整備室

経営体育成基盤整備事業古城 2期地区

平成 22年 9月 1日 ～ 12月 10日

3,210だ

杉沢昭太郎 。米田 寛

中世初頭

遺跡の立地

八反町遺跡はJR東北本線前沢駅の北北東約 4 kmに あり、北上川右岸の標高33～34mの河岸段丘上

に立地 している。平坦な地形の中にも微高地が点在 し、現況は畑地と水田になっていた。

調査の概要

調査区は遺跡の南端、中央部、北端部、西部に分かれている。遺構は12世紀後半の道路跡 1条、掘

立柱建物跡 5椋、竪穴住居状遺構 l棟、井戸状遺構 2基、性格不明遺構 3基、平安時代の竪穴住居跡

l棟、竪穴住居状遺構 1棟、河川跡 1箇所、その他の時期不明の遺構 としては掘立柱建物跡 4棟、柱

穴列 3基、溝跡27条、土坑18基、井戸状遺構 1基が検出された。幅約4.5mあ る12世紀後半の道路跡

が北西―南東方向に延びており、これに沿うように掘立柱建物跡が4棟見つかっている。さらに北ヘ

400m程離れたところからは井戸状遺構や性格不明遺構 (粘土を採取した跡か)が検出された。11世

紀や13世紀の遺構や遺物はなく、12世紀の期間だけ存続した集落と考えられる。

出土遺物は平安時代の上師器・須恵器、中世陶磁器、かわらけ、鉄製品などが中コンテナ1.5箱。

下駄、柱材、杭等の木製品が大コンテナ 1箱である。

1150,000  男にりR

道路跡と掘立柱建物跡

-72-



工 発掘調査概報

(19)

所  在  地 :奥州市前沢区古城字水上西88呑地ほか

委  託  者 :県南広域振興局農政部農村整備室

事  業  名 :経営体育成基盤整備事業古城 2期地区

発掘調査期間 :平成 22年 9月 1日 ～ 12月 10日

調査終了面積 :2,564∬

調 査 担 当 者 杉沢昭太郎 。米田 寛 。中村絵美・北田 勲

主 要 な 時 代 中世後半

■50,000 カく羽R

遺跡の立地

中畑城遺跡は」R東北本線前沢駅の北北東約3.5kmに位置 している。水沢段丘高位面にあるガヽ規模な

微高地を堀で囲んで城域 としてお り、調査区の現況は標高32～34mの水田であつた。

調査の概要

「安永風上記」によると本遣跡は、樫山館 (御城主樫山平次郎)と 記載される城館である。調査区

は主に城館を取 り囲む堀の西側 と北側にあたる。

検出された遺構には中世の堀跡 5条、カマ ド状遺構 1基、柱穴300個 、縄文時代の陥し穴 l基、旧

石器集中区 l箇所、時期不明の溝跡10条がある。複数ある堀跡は造 りかえによるものと考えられる。

遺物では中世の陶磁器が中コンテナ0.5箱 、木製品が大 コンテナ 4箱、鉄器が数点、石器類小 コン

テナ0.5箱他が出土 している。

・!Ⅲ Ⅲ,
il._■ 1
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跡ｕ退
巧
城

ｎ
畑

め
中

雪  ~

み ギ

遺跡全景 (上 が東)
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(20)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

跡ｕ退
〕
卿

奥州市胆沢区南都田字二丁 目40-2ほか

県南広域振興局農政部農村整備室

経営体育成基盤整備事業 (南下幅北部地区)

平成 22年 10月 1日 ～ 12月 2日

2,123f置

川又 晋・小林弘卓

平安

遺跡の立地

堰田遺跡は、JR東 日本東北本線水沢駅から西約3.5kmに位置する。胆沢扇状地内の水沢低位段丘に

立地 し、標高は71m前後で、現況は水田・畑地などである。す ぐ南側に机地遺跡が隣接する。

調査区および周辺部は、過去の回場整備事業により、盛土・削平など大規模な造成が行われてい

る。調査区の大半は旧河道や低地部分にあたるとみられ、盛土層の下はグライ化 した粘土層であ り、

湧水が著 しい。

調査の概要

堰田遺跡で検出した遺構は、土坑 1基のみである。遺物は、平安時代の上師器・須恵器小コンテナ

0.5箱、近世の陶磁器小コンテナ0.5箱が出土 しているが、すべて遺構外出上である。

離 __.
岬

髯

■50000  刻KりR
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(21)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

跡迫退
泣
地

メ
机

Ⅱ 発掘調査概報

奥州市胆沢区南都田字机地81-1ほか

県南広域振興局農政部農村整備室

経営体育成基盤整備事業 (南下幅北部地区)

平成 22年 10月 1日 ～ 12月 2日

2,419だ

川又 晋・小林弘卓

平安

遺跡の立地

机地遺跡は、JR東 日本東北本線水沢駅から西約3.5kmに位置する。胆沢扇状地内の水沢低位段丘に

立地 し、標高は71m前後で、現況は水田・畑地などである。す ぐ北側に堰田遺跡が隣接する。

調査区および周辺部は、過去の回場整備事業により、盛土・削平など大規模な造成が行われてい

る。調査区の大半は旧河道や低地部分にあたるとみられ、盛土層の下はグライ化 した粘土層であり、

湧水が著 しい。遺構を確認 したのはごく一部の範囲で、微高地であったとみられるが、削平を受けて

いる。

調査の概要

検出遺構は、平安時代の竪穴住居跡 5棟、住居状施設 1棟、溝跡 2条である。竪穴住居跡のうちの 1

棟を除き、他の遺構はすべて 1箇所で集中的に検出した。いずれの遺構 も、床面近 くまで削平され、遺

構の残 りは悪いが、遺物は比較的多く出土してい 扉 11

皇酢塾屎じ毛じ」とこ主℃琵伊挑雀筆馨任暫凍亀 紳 il:亭f
設では、炉跡の内部から大量の上師器片が出土 し 逮

ている。

主な出土遺物は平安時代の上師器・須恵器で、

竪穴住居跡を中心に大コンテナ3箱分出土 してい

る。調査区周辺には、ある程度の範囲で集落が広

がることが予想される。 作業風景

平安時代の竪穴住居跡 住居状施設内の炉跡
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(22)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

跡Ｈ退”卿
泳
安

奥州市前沢区古城字姥屋敷41番地ほか

県南広域振興局農政部農村整備室

経営体育成基盤整備事業白山地区

平成 22年 10月 15日 ～ 12月 7日

4,3801N

西澤正晴・溜浩二郎・菅野 補

縄文・平安・近世

遺跡の立地

本遺跡はJR東北本線前沢駅 より北東約 2 kmに位置 し、胆沢扇状地の下位段丘上 (水沢段丘)に立

地する。遺跡の標高はおおむね30m前後であ り、周囲の水田である低地よりも一段高い。調査前の現

況は水田・畑地等である。

調査の概要

調査区は 6箇所に分かれて点在する。検出遺構は、掘立柱建物跡 2棟 (平安時代か)、 柱穴 125イ回

(古代～近世 )、 土坑 5基 (平安末 1・ 古代 2・ 不明 2)、 溝跡22条 (古代～近世 )、 井戸跡 2基 (平

安末 1・ 近世 1)、 墓墳23基 (近世 )、 焼± 7基 (古代 4・ 不明3)である。

各調査区とも開田時の削平が多 く及んでお り、遺構密度は低い。特筆すべ き成果としては、12世紀

代の遺構 。遺物が発見されたことである。遺跡内には藤原秀衡の乳母を祀つた姥神社があ り12世紀の

伝承が残る地域である。そこから当該期の遺構・遺物が出上 した意義は大 きいといえる。

遺物は総量が大コンテナ 2箱である。大部分は近世墓壊から出土品で、そのほか古代の土器に加え

て渥美産や常滑産陶器、手づ くねかわらけがある。

れ
す第

よ
出

lう0,000 水沢

調査区全景
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Ⅱ 発掘調査概報

(23)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な時 代

た こ う

田高Ⅱ遺跡

奥州市前沢区白山字鍵取59番地ほか

県南広域振興局農政部農村整備室

経営体育成基盤整備事業白山地区

平成 22年 11月 8日 ～ 12月 17日

1,480Eだ

星 雅之・北村忠昭 。中村絵美

縄文・古代・中世 。近世

遺跡の立地

遺跡は奥州市前沢総合支所の北東約2.5kmに 位置 し、北上川右岸の低位段丘上に立地する。現況は

水田・畑地、標高は31～ 32m前後である。過去には平成 8年 。同14年の 2回発掘調査が行われてお

り、縄文時代、古代～中世の遺構・遺物が確認されている。今回の調査区は遺跡の北端に位置 し、

平成8年の調査区と一部接している。要調査範囲は3,480∬で、このうち1,480ど を終了した。未了の

2,000ゴは次年度発掘調査を行う予定である。

調査の概要

今回の調査では縄文時代の竪穴住居跡 1棟、陥し穴状遺構 1基、遺物包含層270∬、平安時代のカ

マ ド状遺構 2基、不明遺構 2基、中世の堀跡 3条、墓娠 1基、中世～近世の溝跡29条、土坑13基、柱

穴状土坑 (掘立柱建物跡を構成するものも含む)630個、時期不明の溝跡13条、土坑25基、不明遺構

6基が検出された。

出土遺物は縄文土器 (前期後葉が中心)大コンテナ14箱 、土師器、陶磁器 (中世陶器が中心)合わ

せて小 コンテナ0.5箱 、かわらけ 1点、石器大コンテナ16箱 、小刀 1点である。

今年度の調査区では、遺構や遺物からみると、縄文時代から中世までのものが連綿 と重複 している

ことがわかった。このなかでは遺物量からすると縄文時代が大半をしめるが、数が少ないものの11世

紀から17世紀の遺物が出上 したことは、県内でも少ない事例のため特記すべ き成果 といえる。遺構の

大部分を占める柱穴 (掘立柱建物跡)は、明確な時期を特定できていないが、この古代末から中世の

間のいずれかに属すると想定される。このように、今回調査した遺跡北側については、主に中世期の

遺構が中心に広がっていることが判明した。

と50,000  夕にυR

調査区全景 (上が東) 中世～近世の掘立柱建物跡 (上が北)
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(24)

所  在  地 :気仙郡住田町上有住字山脈地7-7ほ か

委  託  者 :沿岸広域振興局土本部大船渡土木センター

事  業  名 :一般県道釜石住田線金ノ倉地区道路改良事業

発掘調査期間 :平成 22年 7月 1日 ～ 11月 15日

調査終了面積 :2,827∬

調 査 担 当 者 羽柴直人・福島正和

主 要 な時 代 糸毛文

遺跡の立地

本遺跡は住田町役場の6 5km北 |こ 位置 し、気仙川北岸の砂礫段丘に立地する。調査範囲は遺跡の中

央部分に相当する。標高は171m前後で、調査前は水田として使用されていた。

調査の概要

縄文時代晩期前葉、前期後葉、前期前葉、早期中葉の遺構・遺物が検出された。晩期前葉は遺物包

含層 1箇所、竪穴住居跡 1棟、土坑 2基、前期後葉は遺物包含層 1箇所、竪穴住居跡 3棟、土坑 6

基、前期前葉は遺物包含層 1箇所、早期中葉は遺物包含層 1箇所が検出された。各時期の遺物包含層

は、早期中葉以前に流れていた河川が、埋没 してい く過程で形成されたものである。埋没層の中位に

十和田中諏火山灰が堆積 してお り、出土遺物、検出遺構の時期区分の根拠 となった。また、前期後葉

跡と退
舘
地

薇脈
執
山

の住居跡の一つ (S101)は 、長径14mを越える大

型住居跡である。遺物は縄文土器が大コンテナ80

箱、石器が中コンテナ10箱 出土 した。その他の遺

物は、円盤状土製品、石剣類、石製垂飾品、攻状

耳飾が出上 した。出土遺物は量的には前期後葉の

ものが他の時期 よりも卓越するが、早期中葉の遺

物 も量的にまとまってお り、「貝設文土器」の良

好な資料が得 られている。

a=ピ ー ⅢⅢ  ゛ 薔 甚常 諄  ,I I

前期後葉の大型住居跡

早期中葉貝殻文土器出土状況 河川跡完掘
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の つ こ

(25)野古A遺跡 第 30次調査

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

Ⅱ 発掘調査概報

'翌賢
1彎
路騒撥ご

iほ

盛岡市下鹿妻宇北86-3ほか

盛岡市都市整備部盛岡南整備課

盛岡市新都市土地区画整理事業

平成 22年 4月 9日 ～ 8月 9日

:9,005rだ

小山内 透・中村絵美・杉沢昭太郎・米田 寛

古代

遺跡の立地

野古A遺跡は、盛岡市の南西部、」R東北本線仙北町駅から南西約 1 5kmに 位置する。雫石川によっ

て形成された河岸段丘上に立地 し、標高は124m前 後である。調査区内には旧河道状の低い部分 と微

高地部分が存在する。平成22年現在で30次 にわたる調査が行われてお り、検出された竪穴住居跡は

100棟に手が届 くところである。調査区は遺跡範囲の南東部に位置 している。

調査の概要

検出した遺構は、竪穴住居跡21棟・掘立柱建物跡 1棟 ・土坑31基 。住居状遺構 2棟・焼土遺構 11

基・溝跡 8条・陥 し穴状遺構11基 である。竪穴住居跡の時期は、平安時代が 3棟、それ以外は奈良時

代である。平安時代の住居跡は調査区内の北側に分布 してお り、これまでの調査結果も合わせると遺

跡北側に平安時代、南側に奈良時代の住居跡が広がる傾向がある。奈良時代の住居跡は互いに近接は

しても重複はせず、大小合わせて数棟 ごとのまと

まりがみられた。微高地から旧河道の落ち際には |

焼土遺構が並んでいる。焼土遺構は長軸 lm前後 ;

の隅九方形～楕円形の穴で、底面または側面が被

熟 してお り遺構内で焼成が行われたものと考えら ―

1議金巌 |■

れる。

遺物は、土師器中コンテナ20箱・須恵器数点

石器 (砥石・磨石)。 土製品 (紡錘車・玉類 )

石製品 (勾玉・切子玉)等が出上 している。

・  |:|,■■
Ⅲ Ⅲ

'市

|一
●P

|■ 学

章 す

奈良時代の竪穴住居跡

竪穴住居跡内遺物出土状況 旧河道際に並ぶ焼土遺構
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いいるかさいかわ

(26)飯岡才川遺跡 第 17次調査

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

盛岡市飯岡新田 2地割46-1ほか

盛岡市都市整備部盛岡南整備課

盛岡南新都市土地区画整理事業

平成 22年 10月 4日 ～ 10月 28日

4,0001N

金子佐知子

縄文・古代

遺跡の立地

遺跡は、盛岡市の南西部、JR東北本線仙北町駅の南西約1.2kmに位置 し、雫石川が形成 した低位段

丘上に立地する。調査区は遺跡の東よりの部分で、標高は123m前後、北側の旧河道に向かって緩や

かに傾斜 している。現況は畑地、宅地である。

調査の概要

今回の調査は、表土を除去 した後、遺構の検出までを行った。調査区は長芋の耕作により全体の約

3割が深 く撹乱を受けてお り、この部分の遺構の残存状況は悪い。

検出された遺構は、縄文時代の陥し穴 と思われる土坑 4基、古代の竪穴住居跡 3棟、溝跡 3条、土

坑 2基、近世 と思われる土坑 1基、時期不明の掘立柱建物跡 1棟、土坑 3基などである。従来の調査

では本調査区西側隣接地の段丘縁辺部北端から古

代の円形周溝が多 く検出されたが、今回の調査区

には及んでいない。また、遺跡南半の東流する旧

河道付近では、縄文時代の陥し穴状土坑が多 く分

布 しているが、今回検出された陥し穴状土坑は遺

跡北辺の段丘縁辺部から検出されてお り、北側の

旧河道 も狩 り場 とされていた可能性が高い。

出土 した遺物は、土師器・須恵器が小コンテナ

0.5箱 、近世以降の陶磁器が小コンテナ05箱で、

表土 もしくは遺構の検出面からの出土である。 陥し穴状土坑検出状況

竪穴住居跡検出状況 溝跡検出状況
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Ⅱ 発掘調査概報

(27)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

跡迫退
申
脚 第 26次調査

盛岡市向中野字野原9-1ほか

盛岡市都市整備部盛岡南整備課

盛岡南新都市土地区画整理事業

平成 22年 4月 9日 ～ 8月 11日

6,633rだ

金子佐知子・星 雅之

古代・中世

遺跡の立地

遺跡は、盛岡市の南西部、」R東北本線仙北町駅の南西1.5kmに位置 し、雫石川が形成 した低位段丘

上に位置する。調査区は遺跡の中央付近で、 2箇所に分かれている。北側調査区は向中野館遺跡に接

してお り、調査前は自動車整備工場である。南側調査区は約100m離れてお り、宅地であった。

調査の概要

今回の調査では、古代の集落跡 と北側に接する向中野館遺跡の堀の一部、中近世以降の建物跡が検

出されたが、面積の約 8割が撹乱で、特に北側調査区の北東部分は遺構面が広 く削平されている。

古代の集落は、奈良時代の竪穴住居跡 2棟、平安時代の竪穴住居跡14棟、掘立柱建物跡 4棟、土坑

19基、竪穴状遺構 l基、焼土 l基、溝跡 3条、畝間状遺構 3箇所である。平安時代の集落には、倉庫

と思われる2× 2間程度の小型の掘立柱建物跡が伴う。溝跡 2条は間隔約 6mを保って、平行に南北

に延びている。これらは、過去の調査においていずれも南側で約90度西方向に屈曲していることがわ

かっており、対になっていることが改めて確認された。畝間状遺構は過去の調査でも低地の埋没土上

で検出されていたが、今回は竪穴住居跡の埋土中から2箇所見つかつている。

中世以降の遺構は、向中野館遺跡南辺を区画する堀の一部と2棟の掘立柱建物跡、柱穴列 2条であ

るが、堀跡埋土から出土した近世以降の陶磁器以外には遺物がなく、時期の特定が難しい。

近世以降は掘立柱建物跡 2棟、墓壊を含む土坑 8基、柱穴列 2条、道路状遣構 2条がある。掘立柱

建物跡は内部に土坑を伴っており、新旧2棟である。近世民家に伴う便所などの付属屋とみられる

が、広い撹乱の境目にあり、主屋は削平されたものと思われる。

遺物は、土師器、須恵器が中コンテナ8箱、近世以降の陶磁器0.5箱、緑釉陶器破片 1点である。

150,000 盛岡

平行する溝跡 住居跡の埋土から検出された畝間状遺構
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(28)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

跡迫退
〕
鮎 第 27次調査

盛岡市飯岡新田 2地割19-2ほ か

盛岡市都市整備部盛岡南整備課

盛岡南新都市土地区画整理事業

平成 22年 8月 10日 ～ 11月 10日

9,8451だ

小山内 透 。金子佐知子 。中村絵美

縄文・近世

遺跡の立地

矢盛遺跡は、盛岡市の南西部、 JR東北本線盛岡駅の南方約 3 km、 仙北町駅か らは南西に約 1.8km

に位置 し、雫石川によって形成された低位の沖積段丘上および旧河道に立地する。段丘微高地は主に

宅地と畑地、やや低い旧河道部分は水田として利用されてお り、標高は123m前後である。

調査の概要

今回の調査はA～ C区の 3箇所について調査を行った。検出された遺構は、形態から縄文時代に帰

属すると思われるフラスコ状土坑 1基 と溝状の陥 し穴状遺構 13基、過去の調査成果と出土遺物・火山

灰・重複関係から古代～中世と推定される土坑 1基 と溝跡 4条、中世から近世 と推定される掘立柱建

物跡 3椋、時期不明の竪穴状遺構 3棟、土坑 3基、溝跡13条 などがある。縄文時代の陥 し穴は南北に

長いC区調査区の中央部でまとまって検出され、長軸長は3m前後で規格性が認められたが、長軸方

向や配置にはほとんど規則性は認められない。火山灰が出土 した古代の溝跡 1条は12次調査区から続

くものが B区で検出された。古代～中世 と推定される溝跡はH次調査区・9次調査区から続 くものが

C区で検出されたが、過去の調査では時期が特定できなかったものである。掘立柱建物跡はすべてA
区に位置 し、 1棟は部分的に19次調査で確認されていたものである。

出土遺物は、土師器の小破片が十数点と近世～近代の陶磁器類が中コンテナ 1箱弱、鉄釘 1点、古

銭 (寛永通賓)2点 などが出土 した。このうち遺構内出土は、 C区の溝跡 と土坑か ら土師器破片数

点、A～ C区の溝跡から陶磁器類数点、A区の掘立柱建物跡の柱穴から陶磁器類数点と鉄釘 1点が出

上 したのみで、大半が表土・耕作土・盛土中のものである。

一
一 ↓
〓

時

　

，
一

一

筆

イ

｝
一

・
一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

A区掘立柱建物跡
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H 発掘調査概報

(29)

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

跡ヒ退
沖
平

櫛
中

九戸郡野田村第13地割84番地121ほか

野田村

村道拡幅事業

平成 22年 9月 1日 ～ 10月 29日

2,7361N

北田 勲・北村忠昭

縄文・古代

遺跡の立地

本遺跡は野田村役場の南西約 1 8kmに 位置する。調査区域は北上高地東端から半島状に廷びる標高

60～25mの 台地上にあ り、北側を平清水川、南側 を泉沢川に挟まれる。現況は宅地及び畑地である。

調査の概要

検出した遺構は、縄文時代の上坑 1基・陥し穴状遺構14基、古代の竪穴住居跡 8棟・土坑 2基・不

明遺構 1基、時期不明の上坑 1基 。溝跡 5条 ・柱穴状土坑33個 である。出土 した遺物は縄文土器少

量・石鏃 1点・土師器中コンテナ 1箱 。鉄製品 4点・鉄塊 1点 ・鉄津少量・琥珀 1点。

中平遺跡は昭和27年に発掘調査が行われ、平安時代の竪穴住居跡が相当数認められた。その後、県

指定史跡 として登録され、昭和40年 には岩手大学草間俊一氏によって調査が行われている。今回の調

査区は主に県指定範囲より段丘下段にあるが、古代集落が広範囲に拡がっていることが確認された。

竪穴住居跡 竪穴住居跡

竪穴住居跡出土土器 陥し穴状遺構
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さ ば ら

(30)佐原Ⅱ遺跡

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な時 代

宮古市佐原三丁 目10香 lほか

宮古市

北部環状線道路改良事業

平成 22年 11月 15日 ～ 11月 25日

329■ぽ

杉沢昭太郎・北田 勲・菅野 補

縄文・弥生

遺跡の立地

佐原 Ⅱ遺跡は」R山田線宮古駅の北北東約 2 kmに位置 している。西から東に廷びる二つの尾根に挟

まれた傾斜地と平坦面からなり、調査前の現況は杉林 と雑種地であった。遺跡の標高100～ 110mを測

る。

調査の概要

調査区は北側緩斜面と西側の緩斜面とが合流する場所にあたり、焼土が 1基検出された。また、こ

の焼上のす ぐ近 くからは弥生時代初頭 とみられる甕が出上 している。昨年度の調査ではこの時期の竪

穴住居跡が西側の尾根から 1棟検出されてお り、本遺構 とは直線距離にして約20mと 近い。調査区東

側は小規模な沢 となってお り、ここからは縄文時代前期の土器が出土 したが、遺構は確認されなかっ

た。

出土遺物は縄文土器が小 コンテナ0.5箱 、弥生土器が小コンテナ 1箱、石器類 。鉄淳等が小コンテ

ナ05箱である。

これまでの調査により遺跡西側にある尾根からの緩斜面部には弥生時代初頭頃の小規模な集落が広

がっていることが分かった。縄文時代前期の遺物 も出土 しているが、調査区内からは遺構は見つかつ

ておらず、西側尾根部の未調査区に遺構が存在する可能性がある。

160,000 宮古

焼土遺構 遺物出土状況
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ りがな

所在地

コー ド 北緯 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

立 花 南 遺 跡
岩手県北上市立花

地区第10地割ほか
IヽE66-2128

度

分

秒

雌
崎
勤

20100802

20101102

4,900rば
北上川中流域

治水対策事業

所 収 遺 跡 名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

立花南遺跡 集落跡

縄文

弥生時代

焼土遺構 1基、炭化物集

中区 1箇所
縄文・弥生土器、石器

赤彩土器出土

古代

竪穴住居跡 2棟、畠状遺

構 1箇所、溝跡 2条、焼

土遺構 2基、炭化物集中

区 1箇所、旧河道跡 3条

土師器、須恵器、焼成粘土塊、

鉄製品

要 約 弥生時代の遺構 遺物が少量と、8世紀後半～9世紀前半を中心とする遺構 造物が検出された

ぶ り が な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所在地

コー ト 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡呑号

熊 の沢 Ⅱ遺跡

岩手県遠野市綾織町

新里27地 割58-39

地内ほか

03201 卜IF54 0051

度

分

秒

雌
妙
聰

20101005

20101015

641r正

東北横断自動車道

釜石秋田線関連

事業

所 収 遺 跡 名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 時 記 事 項

熊の沢Ⅱ遺跡 散布地 縄文時代 陥し穴状遺構 2基 縄文土器 1点 縄文時代の狩猟場

要 約 今回調査を行った熊の沢I遺跡は縄文時代の狩猟場であることが判明した。

ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所在地

コー ド 北緯 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

上日影遺跡

岩手県遠野市綾織町

新里22地害J453

地内ほか

MF30-0285
娘

吟
勲

141度

29ケ)

07五ケ

20100917

20101015

1,450∬

東北横断自動車道

釜石秋田線関連

事業

所 収 遺 跡 名 種 ,」 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

上日影遺跡 散布地

縄文時代 隠文土器、石器

縄文 平安時代の遺物散布地平安時代 究土遺構 1基 土 師器

時期不明 陛穴状土坑 1個

要 約
今回調査を行った上日影遺跡は縄文 平安時代の遺物散布地であることが判明した。また、平安時代の焼土遺構が見つかつ

たことから、周辺に集落が存在する可能性がある。

ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所在地

コー ド 】ヒ緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡呑号

高殿 I遺跡

岩手県奥州市前沢区

古城字高殿60番地6

ほか

03382 NE46■ 301

度

分

秒

141度

08分

43秒

20100506

20100601

677r正
経営体育成基盤整備

事業古城 2期地区

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

高殿 I遺跡 集落跡
平安時代

掘立柱建物跡 1棟、土坑

11基、溝跡 5条、

土師器、須恵器、須恵系土器、

焼成粘土塊、石器

近 世 堀跡 1条、溝跡 2条

要 約

今回の調査は、遺跡の南東端部を調査したことになる。検出された遺構や遺物などから、平安時代には集落の縁辺部にあ

たること、近世には環濠屋敷の一部となっていたことが明らかとなった。どちらの時期も調査区外の北側から西側へと遺構

は廷びている。

※緯度 経度は世界測地系による数値である。



岩手県文化振興事業国埋蔵文化財発掘調査報告書第 588集

平成 22年度発掘調査報告書

印 刷 平成23年 3月 15日

発 行 平成23年 3月 18H

編 集 (財)岩手県文化振興事業団理蔵1文化財センター

〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡■地割 185番地

電 話 (019)638-9001

FAX(o19)638.-8563

行 (財)岩手県文化振興事業国

〒020-0023 岩手県盛岡市内丸 13番 1号

電 話 (019)654-2235

FAX(o19)625-3595

印 Fll 株式会社五六堂印刷

〒020-0021 岩手県盛岡市中央通3-16-15
電 話 (019)654-5610

◎ (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 20H




